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第2外国語としてフランス語を

履修する学生の現状報告

平　井　　裕

は　じ　め　に

大学教育の質的向上は，われわれ教員の勉学と研究に対する日々の努力にか

かっているが，そのためにぱわれわれの教育対象である学生の現状をできるか

ぎり客観的に把握することも大切である。教育内容の一層の充実と質的向上は

それなしには考えられないともいえる。

第2外国語としてフランス語を受講している学生の実態については，授業，

テスト，その他の機会を通して膚で感じてきたし，また資料などをもとに客観

的に理解L，把握Lているつもりであるが，やはり実際には十分につかみきれ

ない都分，間題点が多いというのがこれまでの正直な実感でもある。

　外国語教育の中でも，とりわげ第2外国語教育をとりまく状況はかたり厳L

いと判断せざるをえないのである。語学教育への批判があれこれと言われてい

る現在，学生の実態をつかむことなしには教育目標は達せられないと思われ

る。そのためにはまずとにかく学生たちの意見に耳を傾げ，彼らの気持を理解

し，勉学の実態を知ることが大切なことであり，教師だげが納得Lて一方的に

授業を進めていくのでは学生不在であり，教育目標は遠くなるぱかりであると

考えられる。
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　今回実施した調査では，こちらの用意した項目にありのままに記述してもら

うことで，語学に対する自已診断，意見あるいは率直た感想などを得ることが

でき，プランス語受講学生の現状の一端が浮きぽりにされたと思われ私

　また，この調査で得られた数字の嚢付けをもとに，第2外国語としてのフラ

ンス藷学習者のある程度具体的かつ正確な状況をつかみ，点検をおこなうこと

ができたと思う。

　この調査報告が，この報告に取り上げた3大学と同じような状況に置かれて

いるその他の多くの大学でも，外国語教育の改善，教授法の検討，教材の作成，

学生指導，カリユユラム等の参考となれぱ幸いである。

1．　調査の概要

　〔調査時期〕1985年11月の3週目を中心にして実施Lたが，事情により，ご

く一部は実施時期が翌年の1月にずれ込んでしまった。

　調査は授業の一部を割愛し，約40分かげて実施，その場で回蚊したものであ

る。

　〔調査対象〕学生ぱ早稲田犬掌商学部，明治犬学商学部，東京学芸大学で選

択必修科目として第2外国語初級フラソス語を学ぶ受講者である。以下，夫学

名は早稲田，明治，学芸とする。

　次表は，フランス語受講者総数とアソケート調査の回答数，フランス語受講

老総数に対するアンケート回収数の抽出率である。

犬学名 ］嘉綴i駕婁誰姦」 フフソス語学習着総数に対するアソケート回答数の描出率

早稲田 454名 266名 58．59劣

明治 384 200 52．08

学芸 345 217 62．89

1合計1 u・・i …　1　　・…　　i
犬学別の男・女数は次の通りである。
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犬学名」男1 女

早稲田 248名 18名
明・治．　一 193 7
学芸 95 122

合計1…1 147
〔注〕

a．早稲田は90分2弓マで，一人の教員が担章している。、

　　明治は90分2コマで，多くの場合，文法は主に専任教員，講読は非常勤教員が担当

　　Lている。

　　学芸は100分1コマで，ほとんど専任教員が担当している。

　　なお，このアソケートに協カしてくれたクラスは，省夫学ともすべて奪任教員が担

　　当している。

b．早稲田，学芸のア：■ケート回答者には，1年以外の単位未修着が若干含まれてい乱

　　明治では再履修クラスが設置されているので・回答着はすべて1年次生である㌧

c．．各犬学1クラス平均人数は以下の通りである。

　　早稲田：42名。

　　明　治：55名。

　　学芸：38名。

d・各犬学に設置されている第2外国語は以下の通りであ私

　早稲田：フラソス語，ドイッ語，スペイソ語，ロシア語，中国語。

　　明　治：フラソス語，ドイッ語，中国語。

　学芸：フランス語，ドイツ語，ロシア語。

〔調査の内容〕

　フラソス語教育に関する調査

　調査のお願い

大学におけるフラ：／ス語教育には種々の間題が山積し，改善が必要恋ように
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思えます。今回の調査は，これからのフラソス語教育に対しての基礎資料とL

て語学教育の目的のためにのみ必要とし，それ以外の目的に流用することは決

してありませんので，質問事項にありのま童お答え下さるようにお願いLます。

　早稲田大学商学部　　　　　　　　　　　　　　　　　平　井　　　裕

　　　回答上でのお願い

　①〔箇所には必要な事項を記入して下さい。

　②選択肢のある場合には，ふさわしい番号に○を付けて下さい。

　③記述欄には自由に書いて下さい。

　　　次の事項についてご記入下さい。

①大学名：□大学口学部口学科

　②性　　：1．　男　2．女

　I　英語

質閥　1．英語を週におよそ学校で何時問（a）学びまLたカミ。重た，各々

の時期に塾や予備校で週何時閻（b）学びましたか。

時期 時聞（a） 時聞（b）

小学校

申学校

高校1年

高校2年

高校3年

演　人
f

　質問　2．（1）現在の段階での英語の読む，書く

お聞きLますので，各々についてお答え下さい。

，読む：1、．得意2．不得意3．普通

776

聞く 話すの能力について
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書く：1．得意2．不得意3．普通

聞く：1．得意　2．不得意3．普通

話す：1．得意　2．不得意3．普通

（2）読む，書く，聞く，話すのうちで，何が一番得意ですか。

1、読む　2．書く　3．閨く　4。話す

（3）ではその一番得意な能カが伸びた時期はいつでしたか。

　　　l　　　　l

（4）その伸びた原因は何だとお思いですか。

227、

記

述

欄

（5）読む，書く，聞く，話すのうちで何が一番不得意ですか。

1．読む　2．書く　3．聞く　4．話す

（6）その不得意になってLまった原因は何だとお思いですか。

　⊥記

　　述

　　欄

　質問

　　記

　　述

　　欄

　皿

　質問

すか。

　1．

3．大学における英語についての自由な意見をお聞かせ下さい。

フランス語

　1．（1）大学で英語以外に第2外国語を学ぶ必要性についてどう考えま

絶対必要2．必要　3．あまり必要でない　4．不必要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η7
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（2）絶対必要，あるいは必要に○をLた方は，その理由をお聞かせ下さい。

記

述

欄

　（3）あまり必要でない，あるいは不必要にOをした方は，一その理由をお聞かせ

下さい。

記

述

欄

　質問2．第2外国語とLてフランス語を選んだ動機・目的をお聞かせ下さ

い。

記

述

欄

質問3．　この時期まで学んだ段階でのフラソス語に関しお聞きし’ますので，

それぞれについて意見をお聞かせ下さい。

　（1）発音：1．むずかLい　2．やさしい　3．　どちらともいえない

（2）具体酌に，文を読む際にどの程度セすか。

　1．ほぼ完全にできる　2．あまり問違わない　3．　よく間違える　4．全

　く駄目

（3）よく問違えると，全く駄目に○をした方は，単語をどのように覚えていく

　のですか。

　1．英語読みで　2．　ローマ字読みで　3．ただ書くだげ　4．適当に

　5．眺めることで

　（4）文法：1．むずかしい　2．やさしい　3．　どちらともいえない

　その理由をお聞かせ下さい。
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　　記

　　述

　　欄

　質間　4．（1）現在のフランス語の授業時間数は適当ですか。

　1．多い　2．少ない　3．適当

　（2）多い，少ないのいずれかに○を付げられた方は，1回の授業につきどの位

の時問が適当だと思われますか。

　　　　l　　1分

　（3）あなたが（2）で答えられた蒔間で1週に何回が適当だと思われますか。

　　　　l　　1回

　質問5．授業進度についてお聞きします。

　L　早すぎる　2．早い　3．遅すぎる　4．遅い　5．適当

　質問6．フランス語の勉強（予習と復習）1にr週聞に平均どのくらいの時

聞をかげていますか。

　　　　l　　1時閻1　　1分

　質間　7．（1）フランス語の1クラス当りの現在の受講人員はどう思われます

か。

　1．非常に多い　2．多い　3．適当　4．少ない

　（2）（1）の質問に，非常に多い，多いに○をされた方は，およそ何人位が適当と

思われますか。

　　　　l　　1人

　質間　8．（1）フラソス語学習のために授業外でL・L教室（設備）を利用し

たことがあり童すか。

　1．　ある　2．　ない

（2）（工）であるに○をされた方ば何回ぐらい利用しましたか。

　　　　［1回
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　質問9．授業以外でフランス語を学習するのに今までに何を利用しました

か。

　1．日仏学院，アテネ・フラソセ，その他の教育機関　2．　ラジオ講座3、

　テレビ講座4．教科書テーブ5．その他のテープ，ビデオ，レコード

質間ユ0．授業以外でフランス語を学習するのに現在何を利用していますか。

　1．日仏学院，アテネ・フランセ，その他の教育機関　2．　ラジオ講座3．

　テレビ講座4，教科書テープ　5．その他のテープ，ビデオ，レコード

　質問11．前期と後期の大きな試験と小さな試験（例えぱ，単語や動詞の活

用などを含める）は，年間に何回が適当だと考えられますか。

　1　大きな試験1　　1回

　2．小さな試験1　　1回

　質問12．　フランスという国から，具体的に何が思い浮かびますか，または

どんな関心がありますか。3つお書き下さい。

1．1　　12．l　　13．l　　1
　質問13．　フラソス語についての自由な意見をお聞かせ下さい。

記

述

欄

皿　生活

質問　1．今まで授業にどのくらい出席していますか。

1．出欠をとる，とらぬにかかわらず出席している。

2．出欠をとる授業には出席するが，とらぬ授業にはあまり出席Lない。

3．全般に欠席することが多い。

4．授業内容に興味をひかれる場合出席する。　一

5．テストの前のみ出席Lている。

780
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　6．　クラブ，サークル活動，その他のため出席できたいことが多い。

　質問　2．　自宅，図書館等でフラソス語以外の授業，その他のために，平均

すると1目に何時間ぐらい机に向かいますか。

　1　1　　1時間　2　ほとんどない（目安としては30分未満）　3　全く

　ない

　質問　3．授業以外で先生方と接するようなことがありますか。

　1．よくある2一ときどきある3．ほとんどない4　全くない

　質問4．先生と接する手ヤ：■スがあれぱ接したいとお恵いですカ㌔

　1．あれぱいいと思う　2．思わない　3．　どちらでもよい

　質間　5．課外活動では，どのようなクラブ，サークルに属してい1ますか。

　1．スポーツサークル　2．文化禾サークル　3．体育系公認クラブ　4

　文化系公認クラブ　5．他の活動　　6．所属Lたことがない　7．所属し

　たことがあるが，今はやめてしまっている

　質間6．何らかの課外活動をしている場合，平均1日にどのくらいの時間

をそのために使っていますか。

　　　　l　　1時閻1T］分

　質問7．（1）入学以来アルバイトをしたことがありますか。

　1．　ある　2．　たい

　（2）（1）であると答えられた方のその必要度はどの程度でしようか。

　ユ．小遺が足りない　2．生活費，学費，その他の一部を補うため　3．生

　活費，学費のため絶対必要4．必要性はあまり机・5一その他

　質問　8．（1）アルバイトをLた方におたずねしますが，入学以来どの程度し

ましたか0

　1．授業期間中ときどき　2．夏期休暇中　3．継続的にLている（授業，

　休暇中にかかわりなく）

　（2）その職種は何でしたか。
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　　　［二二二二二ニコ

（3）入学以来のアルベイート収入は月に平均どのぐらいの額になりますか。

　　　l　　　　　　　1円

質間つ．現在の大学生活について満足していますか。

1．犬いに満足Lている　2、満足している　3．不満足のことが多い　4．

不満足である．・5．一どちらともいえない

質問10一‘・夫学に対して要望，．その他があれぽ白由にお書き下さV・。・

記

述

欄一

〔調査へのご協力ありがとうございまLた〕

　〔調査の集計｝

　記述欄への回答は，その内容により，私の判断で分類きせて頂いた。＾LがL，

判断のつきかねる場合には，他の先生の判断をあおぎ，1相談め結果，■分類した

ものもある。

　r英語」とrフランス語」のデーターの集計と処理には，I本学情報科学教育

センターのSPSS上X一を利用した。

　r生活」oデーターの集計と処理ほ；電卓を利用し狂。

　r英語」と二rフランス語」’のデ」ターに合計100劣を趨えだもめがあるめは，

選択肢あ多いは解答が複数になったものがあづ’たためである。

　r生活」の項のパーセントは全て100％になっている。それは四捨五入で10⑤

劣拝危らない場合に項の中で一番犬きなもので調整をLたことによる；

2．調査結果の報告

？堕
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　本来恋らぱ。．’調査票の項冒順に報告Lていくのが筋遣であろうが，まずこの

調査対象となった学生⑰姿を把握するということから，r生活」，■次にr薬語」，

最後にrフラソス語」という順番にす私また，いくつかの質間事項の報告は，

種々の理由から省かせて頂いた。

　それ故に，調査に用いた本来の番号とは別に，’以下め報告では新たな番号を

付けて報告することをお許し頂きたい。

　r生活」は，全体の傾向，学校別，r英語」とrフランス語」は，全体の傾

向，学校別，男女別の順に原則として報告する。㌔

　以下に調査結果を見て行くことにする。

I　生活

1．今まで授業にどのくちい出庸していますか。

卜計1早稲田1町一治 学芸
離纏涛乞撚かかわらず1・・1・・1・・ 62

搬鑑護贈灘叡、1・・ ・・1・・ 24

全般に欠席することが多い　1、・一・1・ 3

鰯容に興味鮒れる場合出い・ ・・1？ 9

テス1の前のみ出席している1・ O 2 O

鰯康雛碧威他の1．・1・1・ 2

　全体の乎均では「出欠をとるrとらぬにかかわらずほとんど出席Lている」

とr出欠をとrる授業には出席するが，とらぬ授業にはあまり出席しない」ポ，

同率の39劣であるが，．前着は÷般的には授業に対する姿勢が真面目でおとなし

ぐ，、熱心さを時に感じさせるような学生たちであり，一後者は要領よ＜単位をと

るこをを考え，試験前になる、と借りたノ」トを召ピ千するよケな，あるいは遊

び’＝ニサニクル，アルバイ．ト等に忙Lい学生たちと想壕できるd

大学別に見ると，「出欠をとる授業には出席するが，、とらぬ授業にはあまり
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出席しない」が早稲田では46％，咽治では47劣と答えた人が多く，次には「出

欠をとる，とらぬにかかわらずほとんど出席している」が早稲田では28劣，明

大では33劣となり，類似した煩向を見せている。

　学芸は，二私大とは全く逆な傾向を見せ，「出欠をとる，とらぬにかかわら

ず出庸している」が62％と高率を示し，次にr出欠をとる授業には出席するが，

とらぬ授業にはあまり出席しない」が24％になづている。

2．　自宅図書館等でフランス語以外の授業，その値のために，平均すると

1日何時聞く“らい机に向かいますか。

1合計早稲田1明治学芸

机に向かう　　　37

ほとんどない　　48

全くない　　　　15

35

46

19

31

52

17

46

46

8

〔机に向かう者の勉強時間〕

」合計1早稲田 1明治1学芸
1時間未満及び1時聞台 59 6ガ 55 61

2時聞台 28 30 27 27

3時間台 8 7 10 7
4時間台 3 2 3 4
5時問以上 2 1 5 1

　rほとんどない」とr全くない」を合わせてみると，全体では63劣，学校別

に見ると・早稲田では65％，明治では69％，学芸では54男とな乱

　机に向かう考の勉強時間を見ると，最も多いのが，「1時間未満及び1時問

台」で。全体では59劣，学校別に見ると早稲田では60劣，明治では55劣，学芸

では6脇と次っている。このような結果を見ると，苛酷な受験勉強に対する反

動とはいえ，あまりにも勉学時間が少なく，日本の犬学生が’少学生”と言わ

れることも納得できるのである。

　フ84
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3．授業以外で先生方と接するようなことがありますか。
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合計1早稲田 明治1学芸
よくある 2 1 2 3
ときどきある 9 7 2 18

ほとんどない 42 坐 31 50

全く法い 47 48 65 29

全体の平均では「全くない」が最も多く47劣である。

　大学別に見ると「全くない」が早稲田では48％，明治では65劣と最も多い。

学芸では「ほとんどない」が50劣で最も多い。

　だが「ほとんどない」とr全くたい」と答えた考を合計すると，全体では89

％，学校別に見ると，早稲田では92％，明治では96％，学芸では79％となる。

4．先生と接するチャンスがあれぱ接したいとお思いですか。

1合計早稲田明治学芸

あれぱいいと思う

思わない

どちらでもよい

52

9
39

51

8
41

44

12

必

63

6
31

　3．の質間で学生と教員が教室外で接する機会がきわめて少ないことがわかっ

たが，そこには大学の規模が大ぎくなり教員と学生のコミュニケーションがは

かりにくいといった面や，多人数クラスの授業の存在，その他もあるであろう

が，何よりも犬きな原因は，学生側の意識の変化と積極性に乏しい待ちの姿勢

にあるのではなかろうか。私は，「あれぱいいと思う」の率に7割に近い数字

を予想していたのである。

　全体では，rあれぱいいと恩う」学生が52％と一番多い。

　学校別に見るとrあれぱいいと思う」が早稲田では51％，学芸では63％と最

も多い，明治では「あれぱいいと思う」とrどちらでもよい」と考えている学

生が同率で44劣ずつに分かれている。
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　この調査の対象はほとんど1年次生であウたが，学年によって，率がどう変

るのか興味あるところである。

5．課外活動では，どのようなクラブ，サークルに属していますか。

＝
一
弓 合計 早稲田 明治 学芸
＝＝スポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
■ 45 50 52 31
一

■ 文化系サークル 13 15’ 一11
L14

体育系公認クラブ n 4 7 22・

文化系公認クラプ 7 6 7 8
他の活動 3 2 3 6
所属Lたことがない 9 一3 12 13

．所属したことがあるが，

今はやめてし支っている
12 20 8 6

　全体の平均でも，学校別でも「スポーツサークル」に所属している学生が最

も多く，全体では45％と予想通り最も多くなっている。

学校別に見ても，全体と同じようた早稲田50％，明治52劣，学芸31％とrス

ポーツサークル」に所属していゑ者が最も多くなってお2；学芸は私大2校に

比べると31％と永なり低い率である。しかし「体育系公認クラブ」に所属Lて

いる学生カ…，私犬2棟（早稲田4％，明治7％）・，に比べて，22劣もいるgが特

徴である。

　ξの調査をレた時卓で・この質問に答えなかった学生・すなわち何李活孕し

ていない学生は・全体では2ユ彩ジ学校別に見ても早稲囲では23％・、明湾20劣，

学芸19％と全偉と似た傾向である。

6．（1）入学以来アルバイトをしたことがあり一ますか。

合’計　早稲田　野治　学芸

ある

ない

8葛

12

88

12

83

班

92．

8．
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（2）（1）であると答えられた方のその必要度はどの程度でLようか。

合　計 早稲田 明　治 学　芸

小遺が足りない 50 58 57 35

生活費，学費，その＝他の一部を補うため

27 21 22 38

生活費，学費のため
絶対必要

11 7 9 16

必性性はあまりない 8． 10 7 6
その他 4 4 5 5

　全体の平均では88劣の学生がアルバイトをし，学偉別でも，早稲田88劣，明

治83劣，学芸192劣の高率でアルバイトをしている。

　アルバイトg必要度は，全体の平均ではr小遣が足りない」としている者が

50％で一番多くなっている。

　学校別に見れぱ，「小遣が足りない」とLた考が，早稲田では58劣，明治で

は57劣と最も多く，学芸では，「生活費，学費，その他の一部を衡うため」が

38劣で二番多く在りている。

　7．

か。

アルバイトをした方におたずねし重すが，入学以来どの程度しました

授業期間中ときどき

夏期休暇中

継続的にしている
（授業，休暇中にかかわりなく）

合　計

21

17

62

早稲田

23

19

58

明　治

24

17

59

学　芸

14

15

71

　全体・学校別に見ても，「継続的にしている」が一番多ぐ，全体では62％，

早稲田58劣，明治59劣，学芸71劣にのぼる。　　　　　　　．　　　　「

　〔注〕　アルベイトの駿種は，家慶教師，塾教師，店員，配達員，警備員，ウ羊一ター

　　　などが多く，1か月平均のアルパイト収入は，その必要度によってかなり違うが，

　　　おそよ1～4万円が標準的金額であった鉋
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8。現在の犬学生活について満足していますか。、

1合計j早稲田j明治j学芸
大いに満足している 3 2 4 3
満足している 33 34 22 43

不満足のことが多い 27 29 31 20

不満足である 8 8 9 6
どちらともいえない 29 27 34 28

　「犬いに満足している」と「満足Lている」を合わせると，全体では36％，

学校別にみると，早稲田では36劣，明治26劣，学芸46劣と学校によってかなり

満足度に差がみられる。

　r不満足のことが多い」と「不満足」を合わせると，全体では35劣，学校別

にみると，早稲田では37％，明治40％，学芸26％である。

　皿　英語

1．（1）現在の段階での英語の読む，書く

しますので，各々についてお答え下さい。

　　　　〔読む能力〕

聞く，話すの能力についてお聞き

合計早稲田明治学芸　男 女

得意　26，9　36，1　26，0　16，6　29，7　17．O
不得意　　11．6　　8，3　　7．5　　1g．4　　10，3　　16．3

普通　61，5　55，6　66，5　64，1　60，1　66．7

　〔読む能力〕について自己診断してもらったわげであるが，全体の平均では

r普通」と判断Lている学生が61．5劣と一番多い。

　学校別に見ても「普通」と判断している学生が一番多いわげであるが，r得

意」と判断している数字を見るならぱ，学校間の差が大きいことがわかる。早

稲田では，「得意」と判断Lたのは36，1劣，明治26劣，学芸16．6劣となってい

る。
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　男女別では，r得意」と判断Lたのは男子29．7％，女子17％で，男子の方が

率が高い。

　　　　〔書く能力〕

合計早細明治学芸1男 女

得意　12，3　16，2　13．0　6，9　14．0　6．1
不得意　　27，8　　24，8　23，0　　35，9　　27，1　30．6

普通　59，9　59，0　64，0　57，1　59，0　63．3

　自己診断によると，全体の平均では，r普通」と判断Lている学生が59，9％

と一番多い。次に，r不得意」が27．8％となってい飢

　学校別でも，全体の場合と同じ傾向である。やはり学校聞の差もあるが，

〔読む能力〕で見られたほどの差はない。

　男女別では，r得意」にとりわげ差が見られ，男子の場合14％，女子6．1％と

いう率となっている。

　　　　〔聞く能力〕

合計1早稲田明治学芸1男 女

得意　7，3　11．3　3．0　6．5　6．9　8．9
不得意　　56，3　　50，0　62．5　　5＆3　　56，7　　54，8

普通　36，4　38，7　34，5　35，2　36，4　36．3

　全体としても，学校別でも，r不得意」と判断している考の率が高い。〔読

む〕，〔聞く〕とで見られたほどの犬きな差は見られたい。

　男女別でも，全体，学校別と同様の傾向を見せているL，男女の差ぱほとん

どないともいえる。

　　　　〔話す能力〕

合計j早稲田明治1学芸11男　女

得意　5．0　6．8　2．5　5．1　4．9　5．4
不得意　　65，7　　58，6　72．0　　6＆7　　64．g　68．7

普通　29・3　346　25・5　26・313α2　25・9
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全体の平均では，r不得意」と自己診断している者が65．7％と最も多い。

学校別も全体と同じような傾向を示してい飢

　男女別ではやはりr不得意」が男子64．9％，女子68．7％と共に高率を示し

ている。r得意」は男子4．9％，女子5．4％とごくわずかながら女子の率が高い。

（2）読む，書く，聞く，話すのうちで何が一番得意ですか。

合計早稲田明治学芸　男
読む　75，3　77．1

書く　13，411．7
聞一く・　7．7．　7．1

話す　3．5　4．1

女

　78，0　　　　70，6　　　　75，8　　　　73．4

　・14．5－　　　14，7　　　　13，5　　　　13．3

．臥5　10・4　7・1　9・、斧
　　2．0　　　　4．3　　　　3．6　　　　3．5

　四つのうちで，直分の中で他の能加こ比ぺて最もすぐれていると判断Lてい

る能力を書かせたわけであるが，1位は全体，学校別，男女別でも，・「読む」

が圧倒的に多く全体の7割以上を占めている。

　（3）ではその一番得意た能力が伸びた時期はいつでしたか。

　　　〔読むの場合〕

1合計1 早稲田j 、明治 学芸 f男 1女

中学時代 19．7 14．4 18．4 28．2 17，3 29．O

高校時代 34；O 35．1 2ユ．7 45．8’ 29．6 5ユ．O

浪人時代 45．5 50．O 59．9 23．9 52。．1 20．q

犬学入学後 O．8 Φ；5 O．」O 2．1 1．O O．O

　全体の平均で見るならぱ，r浪人時代」が45．5劣と率が高く，次にr高校時

代」，「中学時代」と続く。

　学校別に見るならぱ，かなりρ差が見られる。すなわち，私大2校の最も伸

びた時期はr浪人時代」であるが，学芸の場合はr高校蒔代」である。

　男女別では，男女間にかなりの差異がみられるが，1位にば男子の場合r浪

人時代」で52，1劣，女子の場合r高校時代」で51％となっている。

　ヲ90
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二〔警くの場合〕
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合計 ■早稲田 ヨ明治1学芸j1男1 女
’

中学時代 34．4 35，5 20．7 46．7 33．3 38．9

高校時代 35，6 35，5 31，O 40．O 31．9 50．O

浪人時代 27．8 25，8 48．3 10．O 31．9 11．1

犬学入学後 2．2 3．2 O．0 3．3 2．8 0．0

　全体の平均を見ると，1位はr高校時代」35．6％，2位はr中学時代」34．4

劣と伯伸している。

　学校別に見ると，1位の場合，早稲田では，r中学時代十r高校時代」が同

率で35．5％，明治ではr浪人時代」4＆3％，学芸ではr中学蒔代」4a7％とな

っている。

　男女別では，男子の場合，その時期余r中学蒔代」33．3劣，r高校時代」，

r浪人時代」が共に31．9％と同じくらいの率で三つの時期に分かれてい乱女

子の場合は，r高校時代」が50％と半分を占め，次にr中学時代」が38．9％と

なっている。

　　　　〔聞くの場合〕

合計早稲田明治学芸　男
中学時代　　　25，5　　22．2

高校蒔代　　　42．6　　μ、4

浪人時代　　14．9　　5．6

犬学入学後　　17．O　　肌8

女

27，3　　　　27，8　　　　25，7　　　　25，0

45，5　　　　38，9　　　　45，7　　　　33，3

27，3　　　　16，7　　　　14，3　　　　16．7

0，0　　　16，7　　　　14，3　　　25．0

　全体の平均ではr高校時代」が42．6劣と最も多い，2位にはr中学時代」

25．5％と続く。一

　学校別でも，ほぼ順位には同じような軍向が見られるが学校問でその率に差

が認められる。

　男女別では，共に1位はr高校時代」で男子は45．7劣，女子は33，3％となっ

ている。また，r中学時代」とr浪人時代」の率は，男女の差はほとんどたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　791
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が・r大学入学後」の率は・男子14．3％であるのに，女子の方が25劣と，率が

高くなり男女差が見られる。

　　　　〔話すの場合〕

，合計1早稲田1 明治1学芸1」男 』女
中学時代 14．3 11．1 25．O 12．5 16．7 O．O

高校時代 57．1 66．7 50．0 50．O 55．6 66．7
浪人時代 9．5 O．0 25．0 12．5 5．6 33．3

夫学入学後 1臥O 22．2 O．O 25．O 22．2 O．O

　全体の平均では，1位はr高校時代」57．1劣であり，2位にr大学入学後」

が19劣ながら入っていることに注目したい。

　犬学別でも，全体と同じような傾向であるが，r大学入学後」では早稲田

22．2劣，学芸25劣と同程度の率を示している。

　男女別でも共にr高校時代」が1位であり，男子55．6劣，女子66．6劣となっ

ている。

　（4）その伸びた原因は何だとお思いですか。

　　1読む力が伸びた原因〕

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

多読 25．7 23．3 25．5 29．4 25，5 26．8

努力 31．1 31．7 33，8 27．2 33．2 22，7
学校の授業 5．7 3．7 2．1 12．5 2．7 17．5

学校の先生 2．3 1．6 O．0 5，9 1．3 6．2

塾と予備校の授業 8．3 9．O 6．2 9．6 7．8 10．3

塾と予備校の先生 4．3 3．2 7．6 2．2 4．8 2．1

受験勉強 17．0 20．1 15．2 147 17，4 15，5

その他 12．8 15．3 15．2 6．6 13．4 10．3

比率の高い煩に3位までを並べる（「その他」を除く）と，次のようになる。

＼合計早稲田明治学芸1男女
1 努力　努力　努力　多読　努力　多読

31，1　　　　31，7　　　　33，8　　　　29，4　　　　33，2　　　　26．8
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多読
25，7

受験勉強
　工7．Oκ

多読23I3

受験勉強■
　20．工

多読
25．5

受験勉強
　15．2

努力
27，2

受験勉強
　14，7

多読
25．5

受験勉強
　17．4

努　力
22．7

学校の授業
　17．5

〔書く力が伸びた原因〕

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

和文英訳をたくさ
んこなした 22．4 20．O 23．1 24．1 20．9 27．8

努力 3615 33．3 38．5 37．9 40，3 22．2

学校の先生 9I4 6．7 7．7 13．8 9．O 11．1

学校の授業 5．9 6．7 O．0 10．3 4．5 11．1

塾と予備校の授業 4，7 6．7 3．8 3．4 6．O O．O

塾と予備校の先生 1，2 O．O 3．8 O．0 1．5 O．O

受験勉強 15，3 13．3 19．2 13．8 11．9 27．8

その他 ＆2 20．O 3．8 O．O 9．O 5．6

L
比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようになる。

＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女

ユ

努
力
3
6
．
5

努
力
3
3
．
3

努
力
3
8
．
5

努
力
3
7
．
9

努
力
4
0
．
3

和文英訳受験をたくさ．勉強んこなした27，8　　27，8

2

和
文
英
訳
を
た
く
さ
ん
こ
な
し
た
　
2
2
．
4

和
文
英
訳
を
た
く
さ
ん
こ
な
し
た
　
2
0
．
0

和
文
英
訳
を
た
く
さ
ん
こ
汝
L
た
　
2
3
．
1

和文英訳をたくさんこなした　　24．1

和
文
英
訳
を
た
く
さ
ん
こ
な
し
た
　
2
0
，
9

努
力
2
2
．
2

3
受験勉強15．3 受験勉強　13．3 受験勉強　ユ9．2

受験勉．学校の強　　先生13，8　　13．8

受験勉強　11I9
学校の．学校の先生　授業　11．1　　111

〔聞く力が伸びた原因〕

1合計’早稲田 ■明治 ■学芸f1男 f女

FEN 18．4 5．3 40．O 叫O 10．8 41．7
ラジオ・テ1／ピの講座 245 10，5 30．O 35．O 18．9 41．7
学校の授業 12．2 21．1 10．O 5．O 13．5 8．3

E．S．S 6．1 1O．5 0．0 5．O 5．4 8．3

英会話教室 10，2 5．3 0．O
I 20．O ＆1 16．7
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比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようになる。

ぺ 合計 早稲田 明　治 学芸 男 女

フジオ・

テレビの 学校の授業 F　E　N ラジオ・テレ ラジオ・テレ1 ビの講座 ビの講座 F　EN
講座 41，7
24．5 21．1 40．O 35．O 18．9
フジオ・アレ フシオ・アレ F　E　N

ラジオ・テレ
ビの議座 ビの講座

英語の歌を聞
ビの講座

2 F　E　N 10．5 30．O 20．O
いて

41．7

E．S．S
英語の歌を聞
いて

英会話教室 英会話教室

18．4 10．5 30．O 20．0 16．2 16，7

F　E　N 学校の授業
5．3 8．3

英語の歌 英会話教室
学校の授業 英語の歌を聞 学校の授業 E．S．S

3 を聞いて 5．3 いて 8．3

英語の歌を聞 ’ 英語の歌を聞
いて いて

14．3 サ3 10．0 15．O
■

13．5 8．3

〔話す力が伸びた原因〕

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

ラジオ・テレピの講座 9．1 10．O 25．0 O．O 11．1 0．0

E，S．S 27．3 30．O 0，O 37．5 33．3 0．0

学校の授業 4．5 O．0 0．O 12．5 O．O 25，O

努カ 18．2 10．O 25．O 25．O 16．7 25．O
海外体験 27．3 40．O 25．O 12．5 22．2 50．O
その他 22．7 20．O 50．O 12．5 27．8 0．O

比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようになる。

＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女

I

海
外
体
験
2
7
．
3
E
，
S
．
S
2
7
．
3

海外体験　40．O
E．S，S37．5 E．S，S33．3 海外体験　500

2

E．S．S30．O

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ピ
の
譲
座
，
努
力
，
海
外
体
験
が
各
々
2
5
．
0
で
あ
る
。

努力25．O 海外体験　22．2

凹

3

努
力
　
1
8
，
2
一
一
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
講
座
　
9
．
1

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ピ
の
講
座
　
1
0
，
0
　
努
力
　
1
0
．
O

学
校
の
授
業
　
1
2
．
5
海
外
体
験
　
1
2
．
5

努力16．7

学
校
の
授
業
　
2
5
．
0
　
努
力
　
2
5
．
O
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　〔参考〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、

　四つの能カが伸びた時期に関してr犬学入学後」と答える学生惇，この調査

前には平均して20劣前後を予想していたが・その結果惇全体の平均で見多なら

ぱ，〔読む〕はO．8劣，〔書く〕2．2％，〔聞く〕17％，〔話す〕19％という数字に

とどまった。しか．し大学入学まで受験英語にユネルギニを奪われてきた学生が

入学後，更に英語の力を身につげたいと望む学生にとってr聞く」，r話す」な

どr会話」に関心が集まっていることをこの数字は表わLているといえる。

　以下に，r大学入学後」とLた学生の記述欄の内容を数例紹介す私

　〔読む〕の場合：「入試という重圧感がなくなり，自由な気分で好きな洋書

をいろいろ読めるので」

　〔書く〕の場合：「語学の専門学校に行くようになったので」なお早稲田の

学生の一人は「授業のおかげ」とLている。しかし他の能力ではr授業」にそ

の伸びた康因を記Lた記述は，〔聞く〕に一人いたが，残念ながら，〔読む〕と

〔話す〕には一人もいなかった。

　〔聞く〕の場合：rテレビ，ビデオなどを通して，英語に接する時問を多く

持ったため」

　r英会話サークルに入ってnatiVeと話す機会ができたから。また，ラジオ

英会話講座や英語によるニュースをできるだけ聞くようにしているから」

　〔話す〕の場合：rE．S．S．に入ったことで外人と諸せる機会が増えたので」

（5）読む，書く，闇く，話すのうちで何が一番不得意ですか。

合計1早棚1明治1学芸1」 男」 女

読む 1．3 1．ユ O．O 2，8 0．9 2．7

葛く 12．2 144 6．0 15．2一 u．8一 13．7

聞く 35．6 29．7 46．7
。λ。1

37．1 30．1
■

話す 50．8 54．8 47．2 舳1 50．1 53．4

（2）から想像できるわげであるが，全体でも，学校別・男女別でも一番不得意
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と自已診断している能力の1位は，「話す」である。

学校別では，早稲田と学芸は，ほぼ似た傾向を示Lているが，明治の「書

く」とr聞く」に関しては，他2校とちがった傾向を示している。

（6）その不得意になってしまった原因は何だとお思いですか。

　ここでは（5）の繕果で不得意にした率の高い能カのものからその理由をみてい

くことにする。

　〔話すの場合〕

合計
1早稲田 ’明治 j学芸1j男 女

話す機会が（あまり）ない 49．2 48．9 45，6 52．9
■　48．4

52．0

受験中心の英語教育 23．9 23．4 25．6 23，1 22．3 29．3

勉強不足 16，0 25．5 11．1 7．7 19．1 5．3

話しぺた・性格のせい 6．0 4．4 4．4 9．6 5，5 8．0

その他 9．1 4．4 14．4 10．6 9．4 8．O

比率の高い煩に3位までを並べる（「その他」を除く）と，次のようになる。

ポ 合　計 早稲E日 明　治 学芸 男 女

1

話
す
機
会
が
（
あ
ま
り
）
な
い
　
4
9
．
2

話
す
機
会
が
（
あ
ま
り
）
な
い
　
4
8
．
9

話す機会が（あまり）たい　　45．6 話す機会が（あまり）ない　　52，9 話す機会が（あまり）ない　　48．4 話す機会が（あまり）ない　　52．O

2
受験中心の英語教育　23．9 勉強不足　25．5 受験申心の英語教育　25．6 受験中心の英語教育　23，1 受験中心の英語教育　22．3 受験中心の英語教育　29．3

3
勉強不足　16．0 受験中心の英謡教育　23．4 勉強不足　11．1 話しべた・性格のせい　　96 勉強不足　19．1 話しべた・性格のせい　　8．O

〔聞くの場合〕

』合計1早稲田1明治1学芸1』1男 1女

英語教育体制の欠陥 ’泌・1舳い・・ 26．9 1… ’25．6
ヒヤリソグの機会がなかった（少なかった）

’…1舳 38，9 31．3 31．3 ’38．5
16．O 16．2 17．8 13．4 15．6 17．9

た）
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13，9　　　12，2　　　14，4　　　14，9　　　13，5　　　15．4

ラジオ・テレヒ・テープ等を
　　　　　　　　　　　　　　5，6　　　10．8　　　4．4　　　1，5（あまり）利用一しなかった

耳が憤れない

その他

5．7　　　5．1

4．8　　　　4．1　　　　4．4　　　　6．0　　　　4．2　　　　7．7

9．5　　　6，8　　　11，1　　　10，4　　　11，5　　　0．O

比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようにな私

＼　　　　　合　計　　早稲田　　明　治 学芸 女

　　ヒヤリソグ英語教育体ヒヤリソグのヒヤリソグのヒヤリソグのヒヤリソグの
　　の機会がな制の欠陥　機会がなかっ機会カミなかっ機会がなかっ機会がなかっ
1　かった（少　　　　　た（少なかった（少なかった（少なかった（少なかっ
　　なかった）　　　　た）　　　た）　　　た）　　　た）
　　　32，5　　　　　29，7　　　　　　38，9　　　　　　　31，3　　　　　　　　31，3　　　　　　　38．5

　　英語教育体ヒヤリソグネイティヴス英語教育体制英語教育体制英語教育体制
　　制の欠陥　の機会がなピーカーに接の欠陥　　　の欠陥　　　の欠陥
2　　　　　　かった（少する機会がな
　　　　　　　なかった）かった（少な
　　　　　　　　　　　　かった）
　　　22，1　　　　25，7　　　　　17，8　　　　　26，9　　　　　　21，4　　　　　25．6

ネイティヴネイティヴ　勉強不足　　勉強不足　ネイティヴスネイティヴス
　　スピーカースピーカー
　　に接する機に接する機
3　会がなかっ会がなかっ
　　た（少なかた（少なか
　　った）　　った）
　　　16，0　　　　16，2　　　　14．4

　　　　ピーカーに接ピーカーに接
　　　　する機会がなする機会がな
　　　　かった（少なかった（少恋
　　　　かった）　かった）

14，9　　　　　　　15，6　　　　　　　17，9

〔参考〕

　〔聞く〕についての学生の記述欄の内容を紹介する。

　r受験英語の勉強ぱかりしたため「話す，聞く」といったいわゆる，日常英

語に縁がうすかった。

　受験にヒヤリ：／グがなかったため，積極的にテレビ，ラジオを利用すること

もなかった。悲しいけれど，これが現実です』

　こうした内容こそ，「聞く，話す」といった能力が極端に低いことに対する

多数の学生の声を代弁するものといえよう。
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〔書くの場■合〕

』合計1早稲田 1明治1学芸j 」男」 女

勉強不足 3＆2 38．9 44．4 35．5 36．8 42，1

単語力，構克文
法などの力不足 25．O 19．4 11，1 35．5 24．6 26．3

書く機会が少ない 19．7 22．2 22．2 16．1 21．1 15．8

その他 19．7 19．4 22．2 19，4 19．3 21．1

比率の高い煩に2位までを並べる（「その他」を除く）と，次のようになる。

パ 合　計 早稲因 明　治 学　芸 男 女

勉強不足 勉強不足 勉強不足 勉強不足
35．5

勉強不足 勉強不足

1 38．2 38．9 44．4 単語，構文， 36．8 42．1
文法などの力
不足　35．5

単語力，構書く機会が書く機会が少書く機会が少 単語力，構文，
文，文法な

単語力，構文，

2 少ない ない ない 文法などの力
どの力不足

文法などの力
不足 不足

25．0 22．2 22．2 16．1 24，6 26．3

’〔読むの場合〕

読書が好きでない

単語力，溝文，文
法などの力不足

その他

合　計

44．4

11．1

44．4

早稲田

66．7

O．O

33．3

学　芸

33．3

工6．7

50．O

40．O

O．O

60．O

女

50．O

25．0

25．O

皿　フランス語

1．（1）犬学で英語以外に第2外国語を学ぶ必要性についてどう考えますか。

絶対必要

必　要

あまり必要でない

不必要

合計1早稲田

7．7

39．5

38．9

14．0

8．0

39．5

36．1

16．3

明　治

6．O

34．2

41．7

18．1

学　芸

8．8

44．2

39．6

7．4

男　　　・女

7，7

35．3

40．4

16，5

7．5

54．4

33．3

4．8

？9弓
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　全体g平均では，第2外国語を「必要」としている39．5％とrあまり必要で

鮎）」・38．9％とがほぼ同率である。そして，r不必要」と答えた考とr絶対必

要」と答えた者の差が大きいことも特徴といえる。

　学校別に見るならば早稲田と学芸では，「必要」が「あ裏り必要でない」を

率としては上回っている。だが明治の場合は，逆に「あま’り必要でない」（41．7

％）が「必要」（34．2％）を上回っている。

　男女別では，男子の場合に最も多いのがrあまり必要でない」（40．4％），2位

は「必要」（35．3％）であり，女子の場合は，逆に，最も多いのが「必要」の54．4

％，2位は「あまり必要でない」の33．3％となっており，男女差が認められる。

　では次に，r絶対必要」と「必要」を合計し，rあまり必要でない」と「不必

要」を合計すると次表のように愈る。

1合計早稲甲j明治学芸男 女

絶対必要十必　要　　　　　47，2　47，5　40，2　　53．O．43，0　　61．9

あまり必要でない十不必要　52，9　52，4　59，8　47，0　　56，9　38．1

学芸と女子だげが，r絶対必要」とr必要」を合わせた率が高く，それ以外

は，全てrあまり必要で次い」とr不必要」を合わせた率の方が高くなってい

る。とりわげ，男女別では，．その差が認められ，女子の方が第2外国語に対す

る必要度の認識が高いという結果が見られる。

　早稲田と明治では学部の性格上，また男子の人数が多いことから・上の表の

樟果牛逆？結果を私としては想鐘Lていたわけである。

　全体，学校別，男女別でも，外国語のr絶対必要」とr必要」の数字は，こ

の調査が新学期のはじめ頃であったならぱ，若千違った繕果が得られたのでは

ないかと思われる。

　だが・この調査で得られた結果は・先に見てきた学生の生活実態や・実際に

ば第2外国語の必要性を実感していながらも，艦続Lて，耐えてゆく努力を必

要とする語学学習に，嫌気がさLてしまう，また換言すれぱ，新学期早々には
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意欲に満ちていたが，それを持続できなかった学生が多くいるという実態を考

え合わすたらぱ妥当な線，学生の本当の気持の表われと解釈してもいいのでは

ないかと考えられる。

　先の「絶対必要」に見られた数字，全体では7．7劣，四捨五入Lて8劣ぐら

いが，実際授業をLていて，一生懸命に努力している学習意欲の深さを感じる

学生の数に見合う，というのが私自身の実感でもあるひ

（2）絶対必要，あるいは必要に○をした方は，その理由をお聞かせ下さい。

〔絶対必要とした着の理由〕

’合計 』早稲田1 明治 一学芸11男 j女
国際人、国際杜会

！

61．2 65．0 63．6 55．6 61．5 60．O
将来フラ：■スなどに
行った時，役立っ 12．2 25．O 9．1 O．O 15．4 O．0

教養として 28．6 15．O 36．4 38．9 25．6 40，0
その他 2．O 0．0 O．O 5，6 2．6 0．0

　その動機が・かなり主体的，杜会的た強さを感じさせるr国際人，国際杜会」

が1位であり，全体の平均では61．2％，学校別でも，早稲田65％，明治63，6％，

学芸55，6％，男女別に見て毛，男子61．5劣，女子60％と群を抜いて多い。

　さらに，学校別に早稲田と学芸を比較するならぱ，学部の性格，差異がよみ

とれる。すなわち，1位の「国際人，国際杜会」は早稲田65％，学芸55，6劣と

差が認められ・さらに2位を見るならぱ早稲田ではr将来フランスなどに行っ

た時役立つ」が25劣，学芸ではO劣であり，そのかわりにr教養として」が

38．9劣という率を示している。

〔必要とした着の理由〕

合計早稲田明治学芸　男 女

国際人，国際杜会　　　　　29，2　　40，4　　21，3　　22，6　　32，0　　22．7

教養として　　　　　　　　4g，0　36，4　54．1　5g．1　　μ．g　58．7

英語，日本語を見直す機会　　9，9　　9．1　　9，8　10．8　　9，0　12，O
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文献・資料などを読みたい　　2．O

将来，フラソスなどに行っ　　5．g
た時役立つ

その他　　　　　　　　　　　6．7

2．0

4，0

10．1

1．6　，　　2．2　　　　　1．1　　　　4，0

11．5　　　　4．3　　　　7．3　　　　2．7

4．9　　　　4．3　　　　7．9　　　　4．O

　全体の平均では，1位がr教養として」（49％），2位がr国際人，国際杜会」

（29．2％）であり，〔絶対必要とLた者〕では，1位が「国際人，国際杜会」

（61．2％），2位r教養として」（28．6％）といった結果であり，両者を比較す

るならぱ，第2外国語に対する童ったく違った姿勢が感じられ㍍第2外国語

への教養志向が，〔必要とした考〕には強いことがうかがえるのである。

　学校別に見ると，早稲田では，1位にr国際人，国際杜会」（40．4％），2位に

r教養として」（36．4％）が続き，1位と2位の差はごくわずかであるが全体の

平均で見た場合と順位がことなる。その他2校は，全体の平均と同じ傾向を見

せ，r教養として」の率がr国際人，国際杜会」の率をかなり上回っている。

　男女別では，1位は「教養として」であり，男子44．9％，女子5＆7％，2位

はr国際人，国際杜会」であり，男子32劣，女子22．7％という結果，女子の教

養志向が男子に比べ高くたっている。〔必要とした〕女子は，〔絶対必要〕と答

えた女子より一層教養主義的傾向が強いといえるであろう。

　次に，逆に最も率が低いのはr文献・資料などを読みたい」とLた理由であ

り，全体では2％，学校別でも，早稲田2％，明治1．6％，学芸2・2劣であ乱

男女別を見るならぱ，最も率が低いのは，男子はr文献・資料などを読みた

い」（1．1％），女子はr将来フランス等に行った時役立つ」（2．7％）一である。

女子のr文献・資料などを読みたい」は男子を上回り，4％となっている。

　このような結果から，学生の活字離れが読みとれるのでは汰いかと思われ

る。

　〔参考〕

　第2外国語を学ぶ必要性について，絶対必要，あるいは必要と答えた学生の

記述欄にあった内容をいくつか以下に紹介する。
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　r国際人にたるためには，たくさんの言語を学ぶ必要があり，その国の言葉

を学ぶことにより・その国の文化を吸収できるから」

　r現在日本は国際化されたといわれるが、まだまだ目本は閉鎖的であ乱こ

れから員本がより外へ大きく伸びるためには語学カミ大切になってくる。英語だ

げでは駄目だと思う」

　r国際人とLての広い視野をもち，世界に出て通用するようになるため」

　r国際人とLての日本人のレベルを上げるために」

　rもっと国際人にならなげれぱならない。語学等を通Lてその国の人々の考

えを知ることは，これからの国際交流において必要であるため」

　「身につく，つかないにしろ，他国の言語に接することは大切なことだと思

う」

　r学べる時期にはできる隈り，他の国の言語も学んでいた方がいい」

　r色々な言語に触れることで，物の見方が広がる」

　r英語を充分に読み，書き，話せるわけではないが，第2外国語に接するの

は教養として有意義だから」

　「新たに外国語を学ぶことで，英語や目本語と関違して考える機会となる」

　r英語や目本語を見直すチャンスであるから」

　rかたりの年数をかげて英語を勉強してきたということは，ある1つの言語

をかなり知ったというわげだから，それと比較する意味でも何かもう1つの外

国語を学習するとよいのではないかと思う」

　r文献，書物はすべて英語で書かれているわげではない」

　r辞書を用いて文章を読むことができるようになれぱ，自分でフランス語で

書かれている読みたいものの内容ぐらいは理解できる程度の学力はつくと思う

から」
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〔あまり必要でないとした者の理由〕
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合計 早稲田 明治 学芸 男 女

英語に力を入れるべき 16．7 22．8 14．3 12．2 18，1 10．6

将来用いる可能性が少ない 17．1 25．O 11．7 13．4 16．7一 19．工1

将来用いることがない 23，1 8．7 37．7 25．6 25．5 12．8

教養とLて 2．8 1．1 O．O 7．3 1．O・ 10．6

選択にすぺき 1ユ．2 7．6 9．1 17．1 9．3 191

時問数が少なくて身につかな
25．9 28．3 23．4 25．6 22．5 40．4

い

その他 9．2 12．0 7．8 7．3 10．8 2．1

すでに見たように〔絶対必要〕で大きな数値であった，噌た〔必要〕でも他

の理由よりも比較的数値の高かったr国際人，国際杜会」といった理由が姿を

消Lてしまっている。そして〔必要〕ではr教養として」が大きな数値を示し

ていることを見たが，ここではごくわずかの数値（全体の平均では2．8％，学

校別では早稲田1．1％明治O劣，学芸7．3劣，男女別では男子1％，女子10．6

劣）しかない。また，〔あまり必要でない〕に見られる学生の他の理由から判

断するならぱ彼らの第2外国謝こ対する期待感が乏Lいのも1つの特徴といえ

る。

　更に，〔絶対必要〕，〔必要〕で見てきたように敢り上げた理由の中でも1位

と2位の占める率が高かったが，ここではそれほど犬きな片寄りが見られず，

その差が全体、として小さいと指摘できよう。

1位，2位を各々まとめて見ると，次のようになる。

＼
一

合計 早稲田 明治 学芸 一
　
男
i

女

時間数が少時問数が少 将来用いるこ 時間数が少抵 将来用いるこ 時間数が少な
なくて身に なくて身に とがない くて身につか とがない くて身にっか
つかない つかない ない ない
1 25．9 28．3 37．7 25．6 25．5 40．4

将来用いるこ 「

i とがない
25．6

■
■

■ 一
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2　　　　ない　　ない
　　　23，1　　　　　25，0　　　　　　23．4

壁鮒纏漱警畿選択にすべき鰐畿灘崇獺
　　　1ない
17，1　　　　　　　22，5　　　　　　　19，1

　　　　　　　　　選択にすべき
　　　　　　　　　　　19．1

　〔参考〕

　〔あまり必要でない〕と答えた学生の記述欄にみられた理由を以下に紹介す

る。

　「第1外国語を身につげるべきであるので，週2時間を使うのは多すぎる。

諸外国の技術などをせっせと取り入れた時代のなごりであると思う」

　「英語もできないのに手をひろげても週2回の授業では無理があると思うし，

中途半端で終わりそうだから」

　r薬語すら文法や構文こそたたきこまれてはいるものの，ものにLたとは言

いがたく，その上，週2回で第2外国語を学んでも，うわべをなでただげで終

わってしまう」

　r将来も，実生活上も7ランス語は必要とならない」

　r英語も使う機会がほとんどないのに，ましてやフランス語など使うことが

たい」

　r社会に出て特別な職業につかないかぎり不必要であるため」

　r将来，語学を使う仕事に就く人は別として，英語が使えれぱ普通の人なら

生きてゆげると思うし，将来あまり役に立つことはないと思う」

　r英語は国際的で使う範囲も多いが，フランス語は白分自身にとって将来あ

まり利用する機会はないと思うので」

　rフラソス語を中途半端にやるよりも，国際的な英謡にもっと力を入れた方

カミよい」

　r頭が固くたりはじめているので英語が混ざって，英語もよくわからたくな

ってLまうと思うから，英語に力を入れた方がよい」
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　r特に語学を学びたい考，将来，その外国語を使って仕事をする者以外にと

って，忘れるために授業を受げるようたものであるので，希望老のみに第2外

国語は選択させるべきであると思う」

〔不必要とした着の理由〕

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

英語または他の科目
を増やしてほしい 19．1 21．4 22．2 6．3 20．7 0．O

将来用いることがなL 38．3 31．O 41．7 50．0 40．2 14．3

選択にすぺき 10．6 16．7 2．8 12．5 9．2 28．6

時間数が少なくて身
につかない 23．4 31．O 16．7 18．8 20．7 57．1

その他 20．2 21．4 22．2 12I5 21．8 O．O

　〔あまり必要でない〕に見られた理由のr将来用いる可能性が少ない」，「教

養とLて」が，ここでは見られたい。

　〔不必要とした者〕の理由のユ位は，女子を除き，全体でも，学校別，男子

でもr将来用いることがない」であり，その率も第2外国語が〔あまり必要で

たい〕に表われたた数字と比較して差が目立つといえる。では，以下に〔あ重

り必要でない〕と〔不必要〕に見られたr将来用いることがない」の率を比較

することにする。

　　〔将来用いることがない〕

合計j早稲田明治学芸男 女

不必要　　　　　　38，3　31，0　　41，7　　50，8　　40，2　　14．3

あまり必要でない　23，1　　8，7　　37，7　25，6　　25，5　　12．8

〔注〕早稲田の〔不必要〕には同率でr時間数が少恋くて身につかない」がある。また，

　　　　〔不必要〕における女子の第1位ぱ「時問数が少なくて身につか恋い」（5τ1

　　　％）である。

　このように将来全く第2外国語とは無縁な生活，人生を送ることの可能性が

強いと思っている学生達に対して，第2外国語を学ぶ種々の意義を説いても，
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彼らの刺激をかき立て，I喜びを与えるなどは無理なことではないかと考えられ

る。

　以上のように第2外国語を学ぶ必要性についての学生の実態を見てきたわげ

であるが，クラスに積極的に外国語を学習したいとする学生と正反対に消極的

な学生，また中間層ともいえる外国謡を通して知的興味を得たいと望んでいる

学生たちが同じ教室で一緒に学んでいるわげであり，ここに外国語教育が抱え

ている大きな間題のひとつがあると数字の上から指摘できると思う。

　このように学生たちを三つに大きく分げたわげであるが，少なくとも質の異

なる第2外国語教育をこれら学生に与える必要があるように考えられる。

2・第2外国語としてフランス語を選んだ動機・目的をお聞かせ下さい。

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

スマートな印象 21．4 25．3 23．0 15．5 23．9 12．9
他人からすすめられて 5．1 6，1 5．7 ＆4 5，1 5．O

フラソスとその文化にひかれて 23．2 22．9 12．6 32．5 18．9 38．1

国際的通用度が高いと思って 16．2 20．O 13．2 14．1 16．0 16．5

発音の美しさに魅了されて 15．8 14．3 12．6 20．4 13．0 25，9．

英語に比較的似ていると思って 2．4 3．7 O，6 2，4 2．5 2．2

他の外国語から回された 5．4 5．3 12．1 0．O 7．O 0，O

文献・資料などを読みたかった 3．O 1．2 1．1 6．8 2，1 6，5
以前フランス語に触れたことがある

2．2 2，4 0．O 3．9 1．4 5．O

その他 15．8 12．7 23．6 13．1 18．5 6．5

記述欄に見られた動機・目的は多岐にわたっていたが，学生の記述の内容に

より9項目にまとめ，それ以外の内容のものはrその他」にまとめた。

（1）主なる各動機・目的の概要

（・）スマートな印象

全体の平均では21．4％であり，学校別では私大二校（早稲田25・3％，明治
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23％）に比べて学芸が15，5劣と幾分低い。

　男女別では，男子め23．9％に対し，予想に反して女子では12．9％と少たく，

差異が認められる。

　（b）他人からすすめられて

　全体の平均では5．1％であり，学校別，男女別でも，大きな拳呉は認められ

ない。

　（C）フランスとその文化にひかれて

　全体の平均では23．2％である。学校別に見ると，早稚田22．9κ明治12．6％

であり，学芸は32．5％と三校のうちで一番高くかなりの差異が認められる。

　男女別では，男子が18．9％在のに対し，女子では38．1％とかなり率が高く，

やはりかなりの差異が認められる。

　（d）国際的通用度が高いと思って

　全体の平均では16．吻であり’学校別では早稲田が高く20劣であり，他2校

（明治13．2％，学芸14．1％）より幾分高い。、

　男女別では，両者の差（男子ユ6％，女子16．5％）は認められない。

　（e）発音の美しさに魅了さ牝て

　全体の平均では15．8考でありゴ学校別に見るならぱ，明拾（12．6％）が一番

低く12位は早稲田（1少3％）であり，1位は学芸の2α4％である。これは学

芸の男女の人数差による影響のように思える。

　男女別では，男子の13郷こ対し，女子では25．9％と・かなり拳異が目立つ。

　（f）文献・資料などを読みたかった

　全体の平均では下から数えて3番目と低い3％である。学校別では，早稲田

（1．2％），明治（1．1％）であり，その差が認められず，そq率もかなり低い。

だが，私犬2校に比べて学芸は6．8％と高く，差異が認められる。
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（2）合計，学校別，男女別の数値の高い上位4項目（「その他」一を除く）

＼
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　合計　　早稲田　　明治 学芸 女

フラソスとスマートなスマートな印フラソスとそスマートな印フラソスとそ
　　その文化に印象　　　象1
　　ひかれて
　　　23，2　　　　　25，3　　　　　　23．0

の文化にひか象　　　　　の文化にひか
れて　　　　　　　　　　れて
　32，5　　　　　　　23，9　　　　　　　38．1

　　スマートなブラソスと国際的通用度発音の美しさフランスとそ発音の美しさ
2　印象　　　その文化にが高いと思っに魅了されての文化にひかに魅了されて
　　　　　　ひかれて　て　　　　　　　　　　　　れて
　　　21，4　　　　22，9　　　　13，2　　　　　20，4　　　　　18，9　　　　　25．9

　　国際的通用国際的通用フラソスとそスマートな印国際的通用度国際的通用度
　　度が高いと度が高いとの文化にひか象　　　　　が高いと思っが高いと思っ
　　思って　　思って　　れて　　　　　　　　　て　　　　て
3　　　　　　16，2　　　　　20，0　　　　　　12，6　　　　　　　15，5　　　　　　　16，0　　　　　　　16．5

　　　　　　　　　　発音の美しさ
　　　　　　　　　　　に魅了されて
　　　　　　　　　　　　12．6
　　発音の美し発音の美L他の外国語か国際的通用度発音の美しさスマートな印
　　さに魅了ささに魅了さら回された　が高いと思っに魅了されて象4
　　れて　　　れて　　　　　　　　て
　　　15，8　　　　　14，3　　　　　　12．1　　　　　　ユ4，1　　　　　　　13，0　　　　　　　12．9

　以上が上位4項目であるが，学校別でも，男女別でも，ほぽ全体の項目と同

じわけであるが，それらの順位とバーセソテージに徴抄な差異がある。

　（3）動機・目的の分類

　次に動機・目的を大きく3つのグループに分げてみることにする。

　第ユのグルーブ：主観的で，自己の判断にもとづき，具体的なイメージを抱

いてフランス語を選択した学生である。次のような項目を第1のグループとす

ることができる。

　rフランスとその文化にひかれて」「国際的通用度が高いと思って」「発音の

美しさに魅了きれて」「英語に比較的似ていると思って」「文献・資料などを読

みたかった」「以前フランス語に触れたことがある」

　第2グルーブ：ファッション感覚的で，主体性に乏しく，消極的な理由で選

択した学生である。次のような項目を第2グループとすることカミできる。

　rスマートな印象」「他人からすすめられて」

　第3グルーブ1目的意識を持たずまた，フランス語に何も期待していない学
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生である。次のような項目を第3グループとすることができる。

　rその他」r他の外国語から回きれた」
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　第1グループ，第2グループ，第3グループの各々の項目の合計した結果を

全体としてみると，次のようになる。

　第iグループの場合は62．8％，第2グループの場合は26．5，第3グループの

場合は21．2劣となる。

　この繕果を見るならぱ，自己の判断に基づき，あるいは，或る程度の目的意

識を持ってフラソス語を選択した学習老が6割強存在している。

　第1グループ，第2グループ，第3グループの各々の項目の犬学別と男女別

の結果は次の通りである。

　早稲田の場合：第1グルーブ6壬．5％，第2グループ31．4％，第3グループ

18％である。

　明治の場合：第1グノレーブ40．1％，第2グループ28．7％，第3グループ35．7

％である。

　学芸の場合：第1グループ80．1％，第2グループ18．9％，第3グループ13．1

％である。

　犬学別では，かなりの差異が認められる。

　男子の場合：第1グルーブ53．9％，第2グループ29劣，第3グループ25．5劣

である。

　女子の場合：第1グルーブ94．2％，第2グループ17．9劣，第3グループ6．5

％である。

　男女別では，女子の方が男性に比べて数字的には動機・目的カミか次りLっか

りLでいると判断できるだろう。

　〔参考〕

　各々の項目に見られた学生たちの主たる記述内容を紹介しておくことにする。
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　rスマートな印象」に分類したものは次のようなものがある。

　「しゃれているから」「素適に思われると思ったから」rかっこよさそうだか

ら」r雰囲気として上品で，スマートさがあるから」等々。

　r他人からすすめられて」に分類したものには次のようなものがある。

　r先輩（知人，友人，先生）から勧められて」r親族（父母，兄，姉）から勧

められて」r親族が7ランス語をとっている（とったことがある）」r友人（先

輩）にフランス語を選択する考カミ多かったから」等々。

　rフランスとその文化にひかれて」に分類したものには次のようなものがあ

る。

　r映画，演劇；一美術などで多大な影響を及ぼしているフランスに興味があっ

た」r古い映画の中には，フランス映画に傑作が多いため，少しでもそれを原

語でわかりたいと思ったから」rフラソス料理に興味があった」r将来フラソス

に行きたいので」「フランスの音楽が好きだから」等々。

　r国際的通用度が高いと思って」に分類Lたものには次のようなものがある。

　r7ラソス語ならぱ，フランスは勿論，中近東，東南アジア，カナダなど世

界各地において使えるので」「第1外国語とLての、英語だげでは語学力が足り

ないし，大学卒業後，実杜会に出てからも英語の次に接する機会が多いのでは

ないかと考えたから」「国際的に英語の次に使用頻度が高いと恩うので」等々。

　r発音の美Lさに魅了されて」に分類したものには次のようなものがある。

　rフランス語の流麗さとリズム感の良さ」rフラソス語の発音の響きがよく・

とてもきれいに感じたため」rフランス語独特の発音の調子や美しさにひかれ

て」等々。
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二r薬語に比較的似ていると思らて」に分類したものには次のようなものがあ

る。

　「今まで自分が学んできた英語に最も近いのではないかと感じた」「英語と

共通している文法事項が多いと思ったから」等々。

　r文献・資料などを読みたかった」に分類したものだは次のようなもの舷あ

る。

　rフランスの詩や小説等が読めるようになりたいと思ったので」rこれから

自秀が必要とするかも知れない文献や資料たどはすべて英語だけだとは限らず，

フラソス語で書かれているものも読めるように実力を付げたいと思って」等

々o

　「以前フラ：■ス語に触れたことがある」に分類したものに次のようなものが

ある。

　「入学する以前にフランス語をわずかだがやっていたので」r中学生の時に

フラ：■ス語のラジオ講塵を聞いたことがあったので」等々。　　　、

　「その他」に分類Lたものには次のようなものがある。

　r女子が多いと思って」rただ何となく」rやさLそうだから」r友だちがと

ったので」「単位をとりやすいと聞いたので」等々’

以上のようにフラソス語を選んだ動機・目的を見てきたわけであるが，動機

・目的も語学の学習には犬切な要因であり，多くの学生には・自分なりに頭の

中ではLっかりLた動機づけと目的があるヒとが数字上では裏付げられたと思

う。ただ現実にはその動機なり眉的が，学習意欲に結びついていない学生がた

くきん存在していることが問題であると指摘できる。このような学生には，い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8H
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かにフランス語の時閻数を増やしても，またすぐれた教材，その他を利用して

も，彼らにフランス語の力を付げることも，学習意欲をかき立てることも，な

かなか困難なことではないかと考えられる。また，学習尽対する意欲差があま

りにもある学生たちが同一クラスで学んでいることにも問題があると思う。こ

れが語学の授業のスムーズな進行を妨げているわげであり，動機・目的がしっ

かりしており，同時に学習意欲もある学生に対Lて被害を及ぼしているし，時

にはそうした学生をも無気力にしてしまいかねないと考えられるのである。

　3．　この時期まで学んだ段階でのフランス語に関しお聞きしますので，それ

ぞれについて意見をお聞かせ下さい。

　（1）発音

合　計　早稲田　明　治　学　芸　　男 女

むずかしい　　　　　77，6　　70，8　　81，4　　82，5　　76，0　83．7

やさしい　　　　　　　　4．3　　　6．8　　　3．0　　　2．3　　　5．3　　　0．7

どちらともいえない　　18，1　　22，3　　15，6　　15，2　　18，8　　15．6

　予想通り，rむずかしい」とする老が，全体，学校，男女別でも高率を示し

ている。

（2）具体的に，文を読む際にどの程度ですか。

1合計1早稲田 1明治1学芸1 1男 1女

ほぽ完全にできる 1．2 3．O O．O O．O 1，5 O．O

あまり間違わない 15．7 20．8 13．9 11，1 16．6 12，2

よく間違える 5a6 60．2 52．7 52．5 54．6 59．2
全く駄目 2τ6 15．9 33．3 36．4 27．3 28．6

　全体，学校別，男女別でもrよく間違える」が最も多い。

　全体の平均では，「よく間違える」が55．6劣，次に「全く駄目」の27．6劣が

続いてい私雨者を合わせると83・2％となり，実に8割強の学生が発音に苦し

8－2
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んでいるわけである。

　学校別に見るならぱ，学校間によりかなりの差異が認められる。

　rよく閻違える」とr全く駄目」を合計した数字を学校別に見ると，次のよ

うになる。早稲田は76．1％，明治86劣，学芸88．9％である。

　男女別でも，両者には差異が認められる。

　フラ：■ス語を選んだ動機・目的の男女別ですでに見たように，数字上では男

子よりも女子の方が動機・目的がしっかりしているという結果であり，更にそ

の結果が学習意欲と直接結びつかないことは先に指摘した通りである。ここで

も同じような傾向が見られるわげである。rよく問違える」の女子の数字

（59．2％）は，全体，学校別，男子の同じ項の数字に比べて上位にある。また，

「ほぼ完全にできる」は0％であり，rあまり閻違わない」とr全く駄目」の

数字も，全体，学校別，男子と比べても決して良いとは言えない。

　「よく間違える」と「全く駄目」を合計すると，男子では81．9％，女子では

87．8％となり，「ほぼ完全にできる」とrあまり間違わない」を合計すると，

男子では18．1％，女子では12．2劣である。

　実際に学習意欲が本物なものであるならぱ，発音に関Lても，女子は，全体，

学校別，男子に比べてもう少し数字的によくなってもいいわげである。やはり・

動機・目的が，かなり具体的でしっかりLていても，それが挙習意欲に完全に

結びつくわげでなく，完全に緒びつく学習者の数は，かなり少たいことを示し

ていると考えられる。こうLた傾向は，全体，学校別でも見られるわげである

が，男女別の場合が，最もはっぎりと見られたので，以上のように少し詳しく

述べたわけである。

　このことはrほぽ完全にできる」とrあまり間違わない」の率があ吏りにも

低いことからも裏付げられよう坦

813
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（3）よく閻違える，全く駄目に○をした方は，単語をどのように覚えていくの

ですか。

　　〔よく間違えると答えた着〕

＝ 一合計1早細j明治1学芸1 男1 女
［

英語読みで 22，O 19．2 21．4 鴛1 21．4 24．1
ローマ字読みで 15．O 15．9 19．4 16．4 10．1

ただ書くだけ 13．1 19．2 7．8 9二5 13．9 10．1

適当に 36．2 34．4 35．9一 39．O 33．6I 45．6

」眺めることで 17，8 16．6 20．4 17．1 17．9 17．7

〔全く駄目と答えた老〕

，合計」 早稲田1 明治 ，学芸11男 1女

英語読みで 19．ユ 22．O 21．2 15．8 21．■ 12，2
’　　　　　　　　　’

ローマ字読みで 142 9．8 16．7 14．5 12．O 22．O
■ 一

ただ書くだけ 8．2 4．9 6．1 11．8 8．5 7．3

適当に 45．4 5L2 39．4 47．4 45．1 46．3
跳めることで 15．8 17，1 19．7 11．8 16．9 12．2

　〔よく間違える〕，〔全く駄目〕と回答Lた学習者の調査結果を総合して簡単

．に述ぺてみることにする。

　全偉，．学校，。男女別，いずれの場合でも，率の高い順に順位を付げてみると

次のようになるo

　1．適当に　2．英語読みで　3．■眺めることで、一4　ローマ字読みで

5．　　プニテ三……≡くラぎをチo

　r適当に」，す恋わち各自がいろいろ工夫Lて単語を覚えているおげであり，

また2泣にr英語読み」が来ていることを見るならぱ，学生たちめ頚か．ら英語

の習慣，すなわち英語の読み方が鼓げセいないことを示してい乱

　また，r眺めることで」が3位に来ているのは，デレピ・漫画相手に育った

世代のせいかと考えられ飢

　こうした方法で覚えようとしている学生にとっては単語を正確に覚えること

　8I4
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は困難であり，フラソろ語学習への意欲が輪をかげて落ちて㍉・くことが充分想

爆できる。こうした学生に牢まず単語をカタカナ書きによって覚えるようにさ

せた方が良いのではないだろラか。外国語の発音をカタカナ書きで表記するこ

と自隼に無理があ亭pとは十分承知しているわげだが，学隼g現状を考慮する

なら1羊，カタカナ書きしてある入門者用の辞書類を持たせるのもやむをえない

gではないか。そうした辞書を使用することで厳密に言うならぽ発音が不正確

で，同時に日本語に近い読み方になると思うが，それでも無理Lた自己流の単

語の覚え方よりも・能率的であり原音に近い発音になゑと思㌔

　とにかく，発音が十分で鮎・学生には動詞の活用，VerSiOn，leCture等で，

文字の下に発音記号を書かせ，時にはその下に更にカタカナをふることをも指

導してもよいのではないかと考える。

（4）文法

1合計1早稲田明治1学芸j男 女

むずかしい　　　　　74，9　73I7　　79，7　71．8174，6　　75．9

やさしい　　　　　　　　3，0　■　4．6　　　2．0　　　1．9　＝　3．4　　　1．4

どちらともいえない　　22，1　　21．6　　工8，3　　26－3　　21，9　　22．8、

　発音と同じように，全体の平均，学校別，男女別でも第1位は，「むずかし

い」であり，かなりの高い数億である。

各々の項目別の数値を全体，学校別，男女別に見ても大きな差異は認められ

ない。

〔文法がむずかしいとした理由〕

1合計早稲田明治学芸一男　女
動詞変化　　　　　　　36I　O

文法が細かい　　　　　35．8

英語をやってきたので　15．8

勉強不足　　　　　　　12．6

39，9

41，1

12，5

10．1

35，7　　　31，7　　　35，2　　　38，6

34，9　　　30，2　　　35，2　　　37，6

14．0　　　　2ユ．6　　　　14，9　　　　18，8

10，9　　　17，3　　　11，6　　　15．8

815
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　全体の平均では1位に「動詞変化」（36劣）そして2位に「文法が細かい」

（35．8劣）がきており，2つの理由の率が伯伸してい私学校別，男女別でも

全体の平均と同様な傾向を見せているがその差はほとんど無いといえる。

　3位には，全体の平均，学校別，女子では「英語をやってきたので」がきて

おり，男子はr勉強不足」となっている。

　〔文法がやさしいとした理由〕

合計早稲田1明治学芸男 女

英語をやってきたので　38，9　41，7　50，0　25，0　　43．8　　0．O

規則性があるから　　　55，6　　58．3　　0，0　75，0　　50．0　100

その他　　　　　　　　　11．1　　8，3　　50．0　　0，0　　12．5　　0．0

　全俸の平均では「規則性があるから」（55．6劣）が最も多く，次いで「英語

をやってきたので」（38．9劣）が続く。

　学校別では，早稲田の場合，全体の場合と傾向は同じであり「規則性がある

から」（58．3％），r英語をやってきたので」（41．7劣）が続㍍学芸の場合は，

「規則性があるから」が75％と率が高く，「英語をやってきたので」が25劣と

率が低いのが特徴となっている。明治の場合は，他2校と全く違い，「規則性

があるから」は0％であり，「英語をやってきたので」が50％，「その他」が50

％である。

　男女別では，男子が「英語をやってきたので」（43．8％），「規則性があるか

ら」（50％）と答えている。一方，女子は「英語をやってきたので」（O％），

r規則性があるから」（100％）と答えていて，男女間に有意の差が認められる。

816
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合計 早稲田　明治学芸 男1女
動詞変化 9．4 10．O 9．1 9．1 10．O 7．7

理解してしまえぱやさしい 17．9 20．O 4，5 22．7 16．3 23．1

初めて学ぶのだから 13．2 15．0 36．4 O．0 17．5 O．O

文法が細かい 7．5 10．O 4．5 6．8 7．5 7．7

英語をやってきたので 32．1 22．5 31．8 40．9 28，8 42．3

勉強不足 26．4 27．5 18．2 29．5 23．8 34．6

その他 3．8 5．O O．O 4．5 3．8 3，8

全体の平均では，r英語をやってきたので」（32．1％）が最も多く，次いで

r勉強不足」（26．4％）が続く。

　r動詞変化」は9．4％，r文法が細かい」は7．5％と率が低いのが特徴といえ

る。

学校別に見ると，早稲田では，「勉強不足」（27．5％）が最も多く、次いで

「英語をやってきたので」（22．5％）が続㍍明治では・r初めて学ぶのだか

ら」（36．4％）が最も多く，次いでr英語をやってきたので」（31．8％）となっ

ている。学芸では，r英語をやってきたので」（40．9％）が他校に比べても高い

率を示L，次いでr勉強不足」（29I5％）が続いている。

　男女別を見るならぱ，1位と2位の順位は同じであるが，両者にはかたりの

差が認められる。1位はr英語をやってきたので」（男子28．8％，女子42．3％），

2位はr勉強不足」（男子23．8％，女子34．6％）となっている。

　〔参考〕

以下に文法の記述欄に見られた主な内容を紹介してお㍍

　〔やさLい〕と答えた老の理由「英語をやってきたので」に見られた内容：

　「英語の文法がある程度身についていれぱ，これに応用させていけぱよいか

ら」

　r英語とちがった項目もあるが，英語をもとにして考えることができるので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　817
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楽である」

　「英語をやってぎたので，今のところあまり苦労していない。覚えることさ

えしっかり押さえれぱついてゆげる」

　「鏡則性があるから」に見られた内容：

　r確かに規則がめんどうくさいと感じてしまうが，覚えてしまえぱ逆にやさ

しい」

　「文法に規則性があり，数学のようなもむだから」

　「文法でも動詞でも，例外を除げぱ規則的だから」

　〔どちらともいえない〕と答えた者の理由r理解してしまえぱやさしい」に

見られた内容：

　「わりと規則的であるL，時問をかげて1つ1つやっていげぱ，それほど難

Lくないが，、ただ理解するのに時閻がかかる」

　rおぽえるのは犬変であるが，規則的であり，理解してしまえぱやさしい」

　「英語をやってきたので」に見られた内容：

　r英語を長年やってきたので，英語との違いをはっきりさせれぱ理解Lやす

い」

　r英語を意識Lたがら勉強し，英語の角度から仏語を見ることで理解してい

るつもりであるが，違った点に出会うとわからなくなってしまいがちだが，逆

に英語とのちがいをはっきりさせれぱわかりやすいと晃いえる」

〔むずかしい〕と答えた考の理由r英語をやってきたので」に見られた内容：

「英語と区別して考えるのがむずかしい」

r英語の文法とは違った部分が多すぎて，英文法に慣れてしまっているので，

818
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　r動詞変化」及び「文法が細かい」と答えた者は〔むずかしい〕〔どちらと

もいえない〕両方に存在し，それらの内容に差がなかったのでひとつにして以

下にそれらの内容を取り上げることにする。

　r動詞変化」に見られた内容：

　r動詞の変化が複薙で，変化したものを辞書で捜しても見つからないことが

多いし，元の形が何であるか見当もつかないものが多いから」

　「人称ごとに動詞が変化し，時制で更に変化するのは苦しい」一

　r動詞の変化は見るだげで嘔昧をもよおす」

　「動詞の変化表を見ただけで頭が痛くなる」

　「文法が細かい」に見られた内容：

　「何しろ文法がごちゃごちゃしていて，気をつげなくてはいげないことが多

すぎる」

　「細かいきまりが多く，バーフェクトに間題がとけるということが少ない」

　「文法規則がありすきる上に，例外も多すぎてこんがらがってしまう」

　このようにフラソス語の文法について見てきたわげであるが，授業時間数が

限られていること旋どにより，いきおい授業ぺ一スが早くなるといった要因以

上に，フラソス語学習著の大きな障害，つまづきの原因に底っているのが，や

はり，r動詞変化」とr文法が細かい」ことの二つであることが改めて確認で

きたわげであり，この二つを申心に種々の要因が重なり合い，学生たちにとっ

てフラソス語がむずかしいものとなっているのである。

　フラソス語の文法が「やさしい」と答えた者ば，長年学んできた英語文法の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　819



　270　　　　　　　　　　早稲田商学第320号

基礎知識をフランス語文法の理解と整理，習得に十分に流用し，活用している

のである。英語文法を流用，活用することができるかどうかが，フランス語文

法の理解を助げてくれる大きな鍵になっていることも数字的に裏付げられたわ

げである。ある学生がフランス語の文法は数学のようなものだからと書いてい

たが，そのあたりまで理解がすすめぱ，1つのハードルは越えられたと判断で

きるだろう。

　動詞の活用にしても，複雑でありながらも単純化されたものカミあるという理

解に達すれぱやはり動詞の変化の克服に大幅に近づいたといえる。

　教科書も年々創意工夫がされて，初学者たちが，文法と動詞変化の仕組みを

なるべく早く理解できるようにと配慮されてきてはいるものの，更たる教科書

作りの研究が必要なのではないかと患われる。そLで教師とすれぱ，各学校の

生徒の能力に見合った教科書，盛りだくさんでぱなく整理されてすっきりしな

がらも，重要な文法項目や動詞変化を中心に分かり易く種々の工夫のされた教

科書を選ぶことが当然ながら必要であると考えられる。

4．（1）現在のフランス語の授業時問数は適当ですか。

合計早稲田明治学芸　男 女

多いn．6　17，7　10．0　5，6　13．6　4．1
少ない　　19，5　　10，5　　11，4　　38，0　　14，6　　37．4

遼当69，0　71，8　78，6　56，5　71，8　58，5

　全体の平均，学校別，男女別でも「適当」が最も多い。だが学校別，男女別

を見るならぱかなりの差異が認められる。

　学芸にr少ない」と答えた率が他校より高いのは，フラ：■ス語の授業が週1

コマ1C0分であることによると考えられるo

　この調査をした11月という時期にさしかかると，多くの学生にとり，第2外

国語の授業がかなり負握になっており，また教員にしても，残り少くなった時
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問数を考慮し，できるならぱ何とか教科書を一通り終えようとすることが多く

なるので，ますます学生にとっては嫌気がさしてくる。実際には，新しい外国

語の基礎的た学力を身に付げるには，時間数が足りないと思っているにもかか

わらず，フランス語について負担と嫌気を感じていることによりr適当」と答

えている学生がかなりいるのではないかと考えられる。理想と現実の差がこの

回答に反映されていると恩える。

　（2）多い，少ないのいずれかに○をされた方は，1回の授業につきどの位の時

間が適当だと思われますか。

　（3）あなたが（2）で答えられた時聞で1週に何回が適当だと思われますか。

　ここでは（2）と（3）を一緒にして結果を見ることにする。

　r多い」と答えた者の時問と回数

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

○時聞O回 7．6 2，1 15．O 16．7 8．2 O．O

50分1回 3，8 6，4 O．O O．O 4．1 0．O

50分2回 5，1 6，4 O，O 8．3 5．5 O．0

60分i回 40，5 42．6 50．O 16．7 41．1 33．3

60分2回 16．5 149 15．O 25．0 15．1 33．3
90分1回 16．5 19．1 20．O 0．0 17．8 O，0

その他 1011 8，5 0，0 33，3 8．2 33．3

　「多い」とした学生の率ぱ全体から見れぽ低い率であったわげであったが，

この結果を見るならぱ，フラソス語を学ぶことにすっかり意欲をなくしている

者，あるいは語学に対して極めて消極的で，単に表面的に触れるだげで良Lと

している考たちと考えられよう。

　全体の平均では，r60分1回」とするものが40．5劣で最も多い。また学校，

男女別でもかたりの差異が認められる。
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r少ない」と答えた者の時間と回数

合計 早稲田 明治 学芸 男 女

50分3回 ・3．O O．O 0．O 4．9 2．6 3，7

50分4回 ．2．3 7，1 O．O 1．2 3．8 O．0

60分3回 27．3 10．7 13．O 37．0 23．1 33，3

60分4回 8．3 10．7 21．7 3．7 10．3 5，6

60分5回 4．5 10．7 4．3 2．5 5．1 3．7

70分3回 3，O 7．1 0．O 2．5 2．6 3．7

80分2回 3．8 O．O O．O 6．2 2．6 5．6

90分2回 5．3 O．O 0．O 8．6 2．6 9．3

90分3回 12．1 21．4 17．4 7．4 14．1 9．3

90分4回 6．1 17．9 13．O O．O 7．7 3．7

その他 24．2 14．3 30，4 25．9 25．6 22．2

時間と回数が以上のように分散Lているので，数値の大きい上位3番目（rそ

の他」を除く）までを挙げてみることにする。

＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女

1
60分3回　27．3 90分3回　21．4 60分4回　21．7 60分3回　37．O 60分3回　23．1 60分3回33．3

2
90分3回　12．1 90分4回　17．9 90分3回　17．4 90分2回　8．6 90分3回　14．1 90分2回90分3回各　9．3

3
60分4回　8．3

60分3回60分4回60分5回各10．7 60分3回90分4回各13．O

90分3回　7，4 60分4回　10．3

60分4回80分2回各　5．6

　全体の平均でぼ，r60分3回」（27．3％）が最も多いが，これは現状の180分

と変りないが（学芸を除く），時問を短かくして回数を増やして欲しいと恩っ

ている学生の気持を現わしているといえる。次には，90分3回（12．1劣），そ

Lて60分4回（8，3％）と続いている。

学校別に見ると差異が見られ，とりわけ学芸が私大2校と異なる傾向を見せ

ているのは，現在の時間数が，週1コマ100分という授業体制によっているた
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めと考えられる。

　男女別では，男子より女子の方が意欲的なことが感じられる。

　全体の傾向とすれぱ，回数の重視が見られる。トータルの時間数が180分と

しても，60分で3回授業を受げるならぱ，実質的に勉強したという実感は，90

分2回よりもずっと得られよう。

　実際，一般的に週2コマ90分～100分という授業ぱ，語学教育に適している

と考えられないし，すでに発音と文法で見てきたように，フランス語に消化不

良を起こしている学生にとってこの授業形態は苦痛であろう。

　集中力，忍耐力，持続カに欠けている学生が増えているので，学生の精神的

な面から考えてみても，今日の授業形態からこの調査結果に従い，例えぱ60分

3回に移行するようなことも真剣に考えなくてはならないと思うのである。現

在より授業時間を短縮L，回数を増やすことは，学生にとって時間的にも精神

的な面から考えても適当であるし，能率も上がり，学習意欲を喚起し，学カ向

上につたがると考えられる。

5．授業進度についてお闘きします。

6合計1早細j明治 ，学芸11男j 女
早すぎる 21．4 29，9 15．7 16．4 23．1 15．2

早い 36．8 39．5 39．1 31．3 3τO 35．9

遅すぎる 0．1 O．4 O．O 0．O O．2 0＝O

遅い 1．9 0．4 1．5 4．2 1．7 2．8

適当 39．7 29．9 43．7 48，1 38．O 46．2

　全体の平均ではr適当」（39．7劣）が最も多く，次に「早い」（36．8劣）が続く。

学校別に見ると，かたりの差異が認められる。早稲田では，r早い」（39．5％）

が最も多く，明治ではr適当」（43．7％），学芸も明治と同様にr適当」が最も

多く4＆1％を占めている。

　男女別に目を向げると，男子では，r適当」（38劣），r早い」（37劣）とがほ
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ぼ同率であり，女子では，「適当」（46．2％）が最も多く，次いで「早い」（35．9

％）と続いている。

　次に，r早すぎる」とr早い」と答えた老を合計すると，全体では58．2劣，

学校別に見ると，早稲田69．4％，．明治54．8％，学芸4λ7％となる。

　学芸の数値が他に比べて低いのは，1週1コマのために教科書を1年間で終

らせようとせず・無理をせずに授業を進めていることによるものと考えられる。

’男女別では，r早すぎる」とr早い」を合計すると，男子は60．1％，女子51．1

％であり，男子の方が，女子よりも授業進度が早めであると感じている。

　授業の進度が比較的早いと感じている学生がこのように多いわげであるが，

実際・塾える側の教員とすれぱ，年問の授業回数を考慮して授業を進めていく

わげであるが・づ一ジ数が多く，盛り沢山の教科書ではかなり辛いことを感じ

る方が多いのである。、

　授業の進度についての学生の受げ止め方は，その年の教科書ρ程度と内容，

授業の雰囲気・教室環境・授業時間数，学生自身の語学に対する意欲と勉強時

閻，童た，教員の授業に対する姿勢，情熱なども複雑にからまって判断を下し

ているわけである。結論を下すたらぱ，全体的な傾向とすれぱ丁早い」と学生

たちが思っている。教える側の教員にすれぱ，授業の進め方の工夫，慎重な教

科書の選択などがなお一層必要であろうかと考えられる。

　6．フランス語の勉強（特に予習と復習）に1週閻に平均どのくらい時間を

かげてい童すか。

j合計 ’早稲田 ’明治 学芸1j男 1女
全くLない 17．4 14．9 26．3 12．1 20．2 7．O

30分未満　、 12．3 12．2 6．8 17．5 一10．4 19．O

30分以上～1時間台 25．7 16．5 29．5 33．5 23．2 34，5
2時閻台 21．2 22．4 19．5 21．4 20．8 22，5・

3時間台 10．9 11．8 11．1 9．7 11．4 9．2
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4時間台

5時問台

6時間以上

8，3　　15．3　　　3，7　　　3．9

2．0　　　3．1　　　1．6　　　1．0

2．3　　　3．9　　　1．6　　　1．O

9．0　　　5．6

2．4　　　0．7

2．6　　　1．4
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数値の高い順番に3位までをまとめると次のようになる。

パ 合計 早稲田 弱治 学芸 男 女

30分以上～ 2時問台 30分以上～ 30分以上～ 30分以上～ 30分以上～
1 1時問台 1時聞台 1時間台 1時間台 1時間台
25，7 22．4 29．5 33．5 23．2 34．5

2時間台 30分以上～ 全くし在い 2時間台 2時間台
1時聞台

2時間台
2

21．2 16．5 26，3 21．4 20．8 22．5

3 全くしない 4時問台 2時間台 30分未満 全くし液い 30分未満
17．4 15．3 19．5 17．5 20．2 19．O

　全体の平均ではr30分以上～1時間台」（25．7％）が最も多く，次にr2時

間台」（21．2劣）が続く。

　学校別ではかなり差が認められる。

　早稲田ではr2時閻台」（22．4％）が最も多く，次いでr30分以上～1時間

台」（16．5％）が続き，明治では，r30分以上～1時間台が最も多く」（29．5％），

次いでr全くしない」（26．3劣）が続いている。学芸ではr30分以上～1時間

台」（33．5％）が最も多く，次いでr2時間台」（21．4％）となっている。

　では，次にr全くしない」とr30分未満」を合わせてみると，全体では29，7

劣，早稲田27．1％，明治33，1％，学芸29．6％である。

　男女別でも，かたりの差異が認められる。男子で最も多いのが，「30分以上

～1時問台」（23．2劣），次いで「2時問台」（20．8％）が続く。女子では「30

分以上～1時問台」（34．5％）カ撮も多く，次いでr2時間台」（22．5％）とな

っている。また，「全くLない」とr30分未満」を合計すると，男子の場合，

30．6％，女子の場合，26劣である。男子と女子を比べてみると，女子の方が男

子よりも勉強時問が長い傾向にある。
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　しかし，3時聞以上の勉強時間の男女別を見るならぱ，すなわち3時聞台

（男子11．4劣，女子9．2劣），4時問台（男子9劣，女子5．6劣），5時聞台（男

子2．4劣，女子O．7劣），6時間台（男子2．6劣，女子1．4％）であり，男子の方

が女子に比べて，じっくり時閻をかげて勉強していることがうかがえる。

　全体的に男女を私なりに比較すれぱ，男子の方が成績に関係なく本気でやろ

うとしている学生が多く，女子はほどほどにやっていこうとしている傾向が姦

いので■はたいかと考えられる。

7．l1）フラ1■ス語の1クラス当りの現在の受講人員はどう思われますか。

合計 1早稲田1明治 1学芸！
1
男
一

’

： 女■

非常に多い 1．5 0．O 3．O 1．9 ［13 2．O

多しぺ 11．1 6．8 13．4 14．4 9．9 15・6．

適当
ヨ

79．3 84．5 81．6 70．8
8㏄O！　8．81　　　1

76．9

少凌い 811 8．7 2．O 13．0 5，4
■

201

　全体の平均，学校別，男女別でも…r適当」と答えた者が多い。

　全体の平均ではr適当」が79．3％，およそ8割の学生になる。

　学校別に見ると，明治の場合にr多い」が13．4％，r非常に多い」3劣であ

り，合計すると1a4劣と在り，学芸の場合には，r多い」が144％，r非常に多

い」1．9劣であり，合計すると1a3％とたり両校はほぼ類似Lている。明治の

場合は，クラスの平均人数が多いことカこよるものと考えられる。学芸の場合は，

クラスの平均人数が専攻により差があり，それ故にr非常に多い」とr多い」

と答えたものカミ合計16．3％，またr少ない」と答えたものが13％と他2校とは

異なる煩向が見られるのである。

　しかし，各学校とも「適当」としているものが最も多かったわげであるが，

早稲田では84．5劣，明治81．6％，学芸70．8劣であり，私の予想では「多い」と

答える学生がもっといるものと考えていた。すなわち教師としての私が考える
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理想の人数と差が出て来てしまったわけであ㍍学生の側に立って考えてみれ

ぱ，授業の人数に慣れてLまい，人数の多さを感じなくなってLまったか，あ

るいはあ玄り目立たないように，消極的に授業にρぞみたいと望んでいるから

とも考えられる。

　（2）（1）の質間に，非常に多い，多いに○をされた方は，およそ何人位が適当と

思われますか。

　　　　　　〔非常に多いと答えた者の理想の人数〕

＼　　　　一　　　　1　　　　1合計　　　　1

明治 学芸 男 女
〔

1o人
一
30．O 16．7 50．0 14．3 66．7

15人 」 20．O 16．7 25．O 28．6 O．O

：｝：1l；　　　…30人110．O ．16．7 25．0 14．3 33．3

16．7 0．O 14．3 O．0

16．7 0．0 14．3 O．O

その他いα・ 16．7 O．O 14．3 O，Oその他い・・

〔多いと答えた著の理想の人数〕

＼　　　　　！
入　　　『　　　1合計　　　■　　　」

早稲田 明治 学芸 男 女

　　■10人1ユλ0
11．ユ 7．4 16．7 9，4 18．2

15人 8．0 ユ6．7 3．7 6．7 9．4 4．5

20人 52．0 55．6 48．1 53．3 54．7 45，5

25人 2．7 5．6 O．0 3．3 3．8 0．O

30人 18．7 5．6 29．61 16．7 15．1 27．3
一

その他！a7 5．6 11．1 3．3 7．5 4．5

　〔非常に多い〕と答えた著を見るたらぱ，全体の平均でぼ，クラスの理想人

数を10人とLており，〔多い〕と答えた者を見るならぱ20人を理想人数として

いる。

　1クラスの定員人数は少ない方が良いわけであるが，学生白身，10～20人程

度が最も勉強するのにふさわしいことを膚で感じていることが正Lく数字に出
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てきたものと考えられる。

81（1）フラソス語学習のために授業外でL．L教室（設備）を利用したこ

とがありますか。

合　計　早稲田　明　治　学芸　　男 女

ある11，3　20，0　10，4　1，4　13，1　4．8
な　　し、　　　88，7　　　　80，0　　　　89，6　　　　98，6　　　　86，9　　　　95．2

　全体の平均では，「ない」と答えたものが88．7劣と最も多く，大学別，男女

別でも「ない」と答えた老が最も多い。

　（2）（1）で「ある」に○をされた方は何回ぐらい利用しまLたか。

合計 早綱1明治学芸 男1女
1　回 25．4 33．3 10，O O．O 28．1 O．O

2　回 12．7
18．8一 O．O O．O 10．9 28．6

3　回 16．9 20．8 5．O 33．3 15．6 28．6

4　回 5．6 4．2 5．0 33．3 4．7 14．3

5　回 5．6 6．3 O．O 33．3 3．1 28．6

6回以上 33．8 16．7 80．0 O，O 37．5 O．O

　全体の平均では，利用回数はr6回以上」（33．8％）が最も多く，2位にr1

回」（25．4劣），3位にr3回」（工6．9劣）と続いている。

　L－Lを利用した学生の数は，全体から見るならぱごく少数であり，更にそ

の少数の中にあり，6回以上利用Lた熱意ある学生が33．8劣もいたことを心に

留めておく必要がある。

　また一方では，L　Lを利用したにもかかわらず，全体の平均では1回だげ

利用した者が25．4劣，2回～5回利用しただげの者が合計で40．8劣にもなると

いうことに注意しておきたいし，できるならぱ，こうLた学生たちが，何度も

足を運びたいという気持にさせるきめ綱かな指導と配慮が教員と学校側に求め

られるのである。また，教員とすれぱ，学生が一人で楽しく学べるような授業
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に即したテープをはじめとする教材の作成にも2と積極的に取り組むべきだと

考える。

　大学別にL．L．の利用状況を見るならぱ，早稲田では，r1回」（33．3％）が

最も多く，次いでr6回以上」（16．7％）が続く。参考までに昭和60年度の早

稲田商学部のL．L．自習室におけろフラソス語のヵセットテープの利用状況を

見ることにする。

月別・月・月・月・月1・月・・月・・月・・月・月

カテ
セ1

ヅプ

ト

備付　6人　28人　37人　7人　2人　6人　1人　2人　4人
えげ

持み　　O　　O　　ユ2人　　O　　O　　O　　O　　O　　O
込

備え付けのカセットテープ（主に，その年度に使用している教科書テープ）

の使用状況を見るならぱ，4月から7月までの前期には78人が利用し9月か

ら1月までの後期には15人Lか利用していない，持ち込みテープとは，学生の

個人所有のテープ（教科書テープ，あるいはラジオ講座やその他のテーブ）で

あり，その利用は前期6月に12人利用しているにすぎない。

　こうした使用状況をみるならば，新学期当初のフランス語に対する学生の意

欲がいかに長く続かないかを読みとることができる。

　明治の場合に，．r6回以上」の利用者が80劣と多いのは，L，Lρ利用者サー

ピスが他2校に比べて充実していることによるものと考えられる。

　男女別では，男子の場合，．r6回以上」の利用者が37・5％と最も多い。女子

の場合にはr6回以上」利用した考は0％であり，」男子の方がL　L．の利用に

対する意欲が幾分強いと言えよう。
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9．授業以外でブランス語を学習するのに今までに何を利用L書したかb

合計 早稲田 明　治 学芸 男 女

日仏学院，アテネ・7ランセ，その他の教育機関 　8（3．7） 　2（2．4） 　1（3．6） 　5（4．8） 　4（2．9） 　4（5．0）

ラジす講座
　66（30．3） 　27（31．8） 　工1（39．3） 　28（狐7） 　48（34．8） 　18（22．5）

テレビ講座
　56（25．7） 　22（25．9） 　10（35．7） 　24（22．9） 　40（29．0） 　16（20，O）

教科書テーブ
　97（44．5） 　38（μ．7） 　1（3．6） 　58（55．2） 　42（30．4） 　55（68．8）

その他のテーブ，ピデオ，レコード

　23（10．6） 　9（10．6） 　5（1τ9） 　9（8．6） 　22（15．9） 　1（1．3）

218人 85人 28人 105人 138人 80人

（上段は人数）

　全体の平均では，r教科書テープ」（97人）が最も多く，2位にはrラジオ講

座」（66人），3位にはrテレビ講座」（56人）が続く。

　学校別では，早稲田は，全体の平均と同じような傾向を見せており，1虚

「教科書テープ」（38人），2位rラ’ジオ講座」（27人），3位「テレピ講座」

（22人）’となっている。

　明治は，rラジオ講座」（11人）が最も多く，’次にrテレービ講座」（10人），3

位には「その他のテーブ，ピデオ，’レコード」（5人）と続く。他2校で利用

率の高いr教科書テープ」の利用は1人と極めて低い。’

　学芸は，r教科書テープ」（58人）が最も多く，この利用は3校の中でも一番

高くなっている。2位はrラジオ講座」（28人），3位「テレビ講座」（24人）

である。

　男女別でぱ，男子では，rラジオ講座」（48人）の利用が一番多く，女子でば

r教科書テープ」の利用が一番多く，55人であり，男子に比べて利用率が高い

のが特徴である。男子では，2位にr教科書テープ」（42人），3位にrテレビ
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講座」（40人）が統く。女子では’2位に「ラジオ議座」（18人），3位にrテ

レビ講座」（16人）が続いているら

1α　授業以外でフランス語を学習するのに現在何を利用していますか。

合計 早稲田　明治 掌表 男 女

目仏学院，アテネ・フラツふ，その他の教育機関
　5（3工3） 　2（4．．2） 　3（3．7） 　2（2．9）

ラジオ議座
　28（ユふ5） 　10（20．8） 　7（3＆9） 　11（12．9） 　22（2＆8） 　6（8．7）

テレビ講座
　24（15，9） 　10（20．8） 　5（27．8） 　9（10．6） 　16（ユ9．5） 　8（1ユ．6）

教科書テーブ
　89（5＆9） 　22（45．8） 　2（11．1） 　65（76．5） 　30（36．6） 　59（85．5）

その他のテープ，ビデオ，レ＝！一ド

　19（12．6） 　7（14．6） 　4（22．2） 　8（9．4） 　17（20．7） 　2（2．9）

iユ51人 48人 18人 85人 82人 69人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段は人数）

　質問9．と質問10．では時間的に差があるわげである。’挙生たちは初級7ラン

ス語を学びはじあた頃，一第2外国語のフランス語に期待と不安を持ちながらも，

何とか実力を自分なりに付けたいと思い希望に満ちあふれているよしかし夏休

みを遇ぎ秋が深まるにっれ，新学期初めの頃とうづて変わり，何か無気力で冷

めた学生が増えてくるのを教場で感じるのもヒのアソケートの調査時期あたり

ではなかろうか。私とすれぱ，授業早々の頃の学習意欲を学生たちに持続して

もらい，更に一・層努力Lてもらいたいと常に期待Lているわけであるが，思う

ようにならず；多くの学生が残念ながら脱落してしまうのである。そうした学

生の実態が確認されたのである。

　質間9一での合計人数は218人であり，アンケート全回答数の31．9劣であった

ものが～この調査の時点では151人に減ってしまい，これは全回答著数の22．1

％にあたる。・しかし，1人の学生が複数のものを利用した場合もあるわけで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　831
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実際に利用した人数は，合計人数を下回っているわげである。Lかしながら，

約3割の学生が課外学習にいろいろな手段を利用していたわげであり，・アソケ

ートの時点でも約2割の学生が同様に存在していることは，私個人の考えとす

れぱ，まるでとらえどころの鮎・，また学習意欲に乏しい多くの学生の実状を

考慮するならぱ評価に値するのではないかと思う。とりわげ，r日仏学院，ア

テネ・フラ：■セ，その他の教育機関」を利畢している学生は，学校以外のとこ

ろで何よりもまずフラソス語のカをつげたいと思っている学生であり，各学校

にごく少人数いたわげである。ちなみにこの調査時点で早稲田2人，明治1人

（この人数は質聞9．での人数と変らない），学芸2人（質間9．では5人であ

り，3人減）である。すなわち，他の利用手段では，かなり人数が減っている

のが全体として目立つわげであるが‘’専門学校めようなところでフランス語を

意欲的に学ぼうとしている学生には第2外甲語に対する強い勉学の姿勢がラか

がえると思われる。

　また，全体の平均で最も多いのがr教科書テープ」の利用であったわけであ

るが，教科書テープについて考えてみたい6

　今では，ほとんどの教科書にテープが付いているので，学生がそれを必要と

するならぱ手に入られるわげである。’授業でも，一私自身，’とりわげ発音練習の

時期から後期の初めにかげて一番よくテープを利用しているわげであるが，・2，

3回聴かせて，その後，指導は私自身で行うことが普通である。確かに，良い

テープを使用することができても，必ずLもそれ添教室で利用するめに適して

いるとはいえないものが多い。まず自由にスピードを変えたり，“必要ならぱ繰

’り返したいところもあるわげで，そういう操作をするのには，手問がかかる

し，意外に時間がかかってしまう。それ故にいきおい’自分の肉声で行う方が

ずっと能率的かつ効果的だと思いテーブを使用する回数が授業回数を重ねるご

とに少たくなってしまうことが多いのである。多くのテープは，ある程度全貫

が発音そきるようになってから，発音，音読練習の仕上げには向く添，一授業に
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は適していないものが多いのではないかと思える。できるならぽ，教室で使用

することをもっと念頭に入れた教室用テープ，更に，少なくとも初めて7ラン

ス語を学ぶ学習者である学生の立場に立ち，彼らが自宅で使うことを考えた自

習用テープができて」もよいのではないかと考える。極めて限られた時間数で入

門期のフラソス語を終えなくてはならないことから，もっと利用しやすい教科

書用テープの充実と改良こそ，私たちフランス語教員がすぐに手をつげなくて

ぼならない間題だと考える。

　〔参考〕

　質問10．のr授業以外でフランス語を学習するのに現在何を利用しています

か」のその手段と，質問1．（1）の「大学で英語以外に第2外国語を学ぶ必要性

についてどう考えますか」の関連性について。

絶対必要 必　　要
あまり必
要でない 不必要

目仏学院パアテネ・フラ
ンセ，その他の教育機関

9．5 2．7 Z3一 0，O

ラジオ議座 23．8 19I2 13，6　一 16．7

テレピ講座 4τ6 13．7 6．8 8．3

教科書テープ 42．9 63．0 63．6 50．O

その他のテープ，ビデオ，
レコード

9．5 9．6 ユ5．9 25．O

　この結果を見るならぱ第2外国語に対する意欲のある学生は授業の時間的な

不足，また実用的な学習への興味や必要度を感じていると思えるわげであり，

私の日頃感じていたことが数字によって確認できたわけであ孔

　「絶対必要」と思っている者はいろいろな手段を使い，その率も高い。ただ

し，r教科書テープ」の比率が，他の必要度と比べて低いのは，学校以外の所

で，すでに力をつけているか，力を付けたいと思っている学生が多いとも考え

られる。

　「あまり必要でない」また「不必要」とした考も，第2外国語の必要性はと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833
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もかく，個人駒にフラシス語をやってみたい，やっておかなくてばと思ってい

る学生だちであろう「。

11．　前期と後期あ夫きな試験と小さた試験（例えぱ，一単藷や動詞の活用など

を含める）は，年間に何回が適当だと考えられ玄すか。

　　　　　〔大きな試験〕

、 5合計1早稲田 ，明治」 　十1学云」 1男1 女
○回 6．3 4．5 5，6 9．ユ 壱．8 4．2

1回 工6．5 140 22．2 14．4 18．4 9．7

2回 72．0 74．7 66．7 73■ 68．9 83．3

3回 3，3 ゑ．5 4．O 1．O 3．8’ 1．4

4回 ユ．9 2．ゴ 1．5 1．9 う、1 ユ．4

　全体の平均では「2回」（72％）と答えたものが最も多く，大学別，男女別

でも類似した頓肉を見せ，高率を示している。

　ではr2回」と答えた者は，小さな試験が何回ぐらいが適当かという質間に

ついての結果は次の通りである。

合計 早稲田 明治 学芸
男I 女

○　回 26．5 16．3 36．2 31．7 27．9 22．1

1　回 3．2 3．6 3．1 2，8 3．7 1．8

2　回 36－3 48．O 2プ6 28，3 37．5 32．7

3回、 6．8 8，2 8，7 3．4 8．2 2．7・

4　回 10．O 11．2 6．3 11．7 8，5 15．O

5～8回 工0．7 8．2 13．4 11．7’ 9．9 13．3

10～12回 λ6 1．0 O．8 冬2 0．6 8．8

13回以」二，毎回 3．8 3．6 3．9 4．1 3．9 3．5

　全体の平均ではr2回工（36．3％）1が最も多く，次いでr0回」（26．5劣）が

続く。

　学校別で見るならぱ，早稲田ではr2回」（48％）が最も多く，次いでr0
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回ユ（16．3％〉が続く。明治ではr0回」（36．2％）が最も多く，次いで「2

回」（27．6劣）となる。学芸は明治と同様であり，rO回」（31．7％）が最も多

く，次いでr2回」（28．3％）という緒果である。

　男女別では，男女ともにr2回」が最も多く（男子37．5％，女子32．7％），

次いでr0回」と答えた学習者カミ，男子では27．9劣，女子22．1劣となっている。

　予想通り，大きな試験「2回」，小さな試験「2回」が最も多かったわげで

ある。

　次に，小さな試験をr3回」以上r13回以上及び毎回」までを合計すると全

体では33．9劣となり，大学別に見ると，早稲田32．2％，明治33．1劣，学芸37．1

％である。男女別では，男子31．！％，女子43．3％となる。

　こうLた結果を見て学生に好意的な評価を下すならぱ，男子学生は自分自身

で実力を付げていきたいと考えており，一方，女子学生は学校で試験をまめに

やってもらうことによって力を付げたいとする学校依存タイプと言えるであろ

う。

　小試験は，学生が苦手としている動詞の活用に有効であり，また簡単なディ

クテも発音に関しての学生の関心を呼びさますことに有効だと考える。それ故

に，時間の許すかぎり，様々な小試験を実施すれぱ，当然ながら学生たちに刺

激を与えることになるL，教師にとっては学生の習得度を確認できる。

　私の経験では小試験の場合には，テストが終了次第，答案を交換させ，訂正

させる。それをもう一度，各々の学生の元に返させ，間違いを確認させ，回蚊

し，次の時間に返すようにする。

　学生たちも比較的楽しみ愈がら他人の答案を訂正し，また友だちが直した答

案を見ることで刺激を受げ，クラスが明るく活発になり，クラスとしてのまと

まりが出てくることを感じている。
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12．フランスという国から，具体的に何が思い浮かびま’すか，またはどんな

関心がありますか。3つお書き下さい。

合計

映　　画　　　　　16．2

料　　理　　　　　25．0

ワイ　ソ　　　　　　22．3

ファッショソ　　　　　22．O

音　　楽　　　　　4．6

美　　術　　　　　11．1

干　　　　　　　　　6．7スポーツ

文　　学　　　　　　　　　5．2
歴　　史　　　　　12．8

歴史上の人物　　　21．4

セーヌ川　　　　　37．9

記念建造物　　　　51．7

地理・風土・農業　26．3

その他　　　　　20．9

早稲田

15，7

21，4

23，4

22．6

7，3

12．1

6．0

4，8

12，9

31，0

37，5

51，6

25，0

19．O

明　浴

26，3

21，8

21，8

19．6

0．6

6．7

6，1

2．8

9，5

21，2

39，1

57，5

23，5

16．8

学芸1
7，8

32，4

21，6

23．5

4，9

13．7

7．8

7，8

15．7

9，8

37，3

46，6

30，4

27．0

18，2

21，6

23，3

19．6

4，7

10．6

8．6

4，7

12，4

25，3

37，3

49，6

26，5

20，8

女

9，2

36，9

19，1

30．5

4，3

12．8

0．0

7，1

14．2

7，8

39，7

58，9

25，5

21，3

　全体，犬学別，男女別に，各々上位6位までを比率の高い順（rその他」を

除く）に並べてみることにする。

　全体の場合：

1．記念建造物（51，7％）

2．セーヌ川（37．9％）

3、地理・風土・農業（26．3劣）

4．料理（25劣）

5．　ワイン（22．3％）

6．　ファッション（22劣）

犬学別：

早稲田の場合には

1．記念建造物（51．6％）

2．　セーヌ川（37．5劣）
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3．歴史上の人物（31％）

4．地理・風土・農業（25％）

5．　ワイン（23．4％）

6．　ファッション（22．6％）

明治の場合には
1
．

2
．

3
．

4
．

．5．

6
．

記念建造物（57．5劣）

セーヌ川（39．1劣）

映画（26，3劣）

地理・風土・農業（23．5劣）

料理（21．8％），ワイ：■（21．8劣）

歴史上の人物（21．2％）

287

学芸の場合には

1
1
2
．

3
．

4
．

5
．

6
．

記念建造物（46．6劣）

セーヌ川（37．3劣）

料理（32．4劣）

地理・風土・農業（30．4劣）

ファヅション（23．5％）

ワイン（21．6％）

男女別三

男子の場合には
1
．

2
．

3
、

・4．

5
．

記念建造物（49，6劣）

セーヌ川（37．3劣）

地理・風土・農業（26．5劣）

歴史上の人物（25．3％）

ワイソ（23．3劣）

83？
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6．料理（21．6劣）

女子の場合には

早稲田商学第320号

1．記念建造物（58．9劣）

2．　セーヌ川（39．7劣）

3．料理（36．9劣）

4．　ファッシ目ソ（30．5劣）

5．地理・風土・農業（25．5％）

6．　ワイン（19．1％）

　学生のフラソスに対するイメージは，全体，学校別，男女別，ともに1位に

はr記念建造物」2位には「セーヌ川」がきている。テレビ，雑誌，ポスター

などを通して目常的に日本人が目にしたり，読んだりするものを通して出来上

がったイメージ，すなわち観光名所的なものを，学生たちも同じように思いう

かべているわげである。最近のブームであろうか，「料理」，「ワイ：／」にも関

心をかなり寄せており，とりわげ，女子では，「料理」が3位に入っている。

全体の平均でも，「料理」は4位，「ワイン」は5位となっている。

　学校別も，全体の傾向とほぼ同じであ飢男女別では，男子の3位には「地

理・風土・農業」4位にはr歴史上の人物」であり，女子の3位には，先に見

たように「料理」，4位にはrファッション」であり，男女の差異が感じられ

る。

　では，次に最も関心の低いものを比率の低いものから順に3つ重でを全体の

平均でみると，最も比率の低いものは，r音楽」，次に「文学」，3番目に「ス

ポーツ」とたり，これら3つの分野は，学校別，男女別でも，その煩位こそ違

っているが，同じように入っている。

　全体の学生の専攻分野から考えるならば，r文掌」，r音楽」が下位に入って

いることは，幾分理解できるわげであるが，同時に時代が確実に変っているご

とを実感し，寂Lさも感じるのである。私とすれぱ，政治とか経済，歴史など

　838
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の分野の率が，もっと上位を占めると想象していたわけである。　　、

　以上のように学生のフランスに対するイメージ，関心がつかめたわげである

がテキスト作成の場合，こうした彼らの関心をひくもの；また逆に新たなるフ

ランス観，関心を呼びさますようなものを教科書に取り入れることにより，学

生を活性化し，第2外国語への意欲をかき立てることができると考える。こう

した面からのテキストの研究も必要であろう。

結びにかえて

　大学ρ大衆化と共に，精神駒に幼い，また勉学意欲に乏しい学生が増えてき

ていることを実感していたわげであるが，このアソケートを通して改めてその

ことを思い知らされたわけである。

　このアンケートの数字の中身を私なりに分析と検討を加えてきたわげである

が，最も印象に残ったことはフランス語学習への動機と取り組みカミあまりにも

消極的であることである。全体的に見て，学習環境1は一昔前よりずりと改善さ

れ，更に，テープ，カセット，ビデオ，辞書，入門書なども豊富で，すぐれた

ものが多くなっているが，それらを利用する本人自身に問題都ある場合には，

手のうちようかないわげである。Lかし，犬学と教員ぱこうした学生に対し，

学習動機と意欲を引き出すための工夫と対策を考えることが必要では肢いかと

恩うわけである。

　今回のアンケート調査を通して，フラソス語，幅広く考えるならぽ第2外国

語がかかえている様々な間題点が浮かんできたわげであるカ；，萩自身夫きな問

題点と掩えた4点を指摘したいと考える。

　（1）同一クラスに，フラソス語に対する学習動機がしっかりLており，なおか

つ学習意欲の高い学生と，全くフランス語を学習する碗憧，意義を認めない学

生，更にこれら爾考の学生の中間層ともいえる学生，すなわち語学廷対し教養

的な面を求める学生がいるわげである。こうした異なる学生が，同一クラスに
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存在しているわげであり，どの学生にも伺量，同質のフランス語教育を与えるこ

とが必要なのかどうかの撤底的な討議が開始されることが望ましいと考える。

更にかリキ世ラム編成に柔較性を持たせ，多様化を図り，とりわけ学習動機と

意欲の高い学生のフランス語の力が伸びるようなより親切で，綴密なカリキュ

ラムを用意してもよいのではないかと提言Lたい。

　（2）文法に関して言えぱ，各大学，各学部の位置づげ，目的によって異なるわ

けであるが・文法と授業進度g今回の結果から考えるたらぱ，文法の目標が一

般に高すぎる傾向にあるように考える。それ故に1年で初級文法を終えようと

せずに，1年半，場合によっては2年かけてもよいのではないかと考える。1

年次に何もかも教え込むといった姿勢よりも，まず何を教えないかということ

も考えるべきであり，そうした教科書も増える傾向にある。しかし，文法の何

を教え，何を外すかの取捨選択は，正当な根拠に基づいて行なわれなげれぱな

らないと考える。

　（3）授業外でのフラ：■ス語学習に教科書テープの利用をLている学生が多かっ

たことから，あくまでもテープの利用者が全くのフランス語の初心著であるこ

とを考慮に入れた自宅学習用のテープ，また教室で禾帽しやすいように能率と

学習劾果を考慮1した教室用テープの充実と改良こそ，早急に手を付けるべきこ

とだと考える。

　（4）学生のフランスに対するイメージ，関心を把握することは，とりわけ中級

用の教科書の作成，あるいは選択の際たどに利用できるのである。学生の関心

をひくもの，恩い出すものが内容に盛られている教科書を利用することで，学

習する学生の力として利用L，学力向上に生かせ．ること蔀できると考えられ

る。」

　ま把’逆に教師の判断で学生の関心のないもの，薄いものが内容に含まれて

いる教科書を作成したり，選択することにより，逆に新たなるフランス観，あ

るいは輿味などを呼び起こし学生たちを活性化L，第2外国語への意欲をか
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き立てることができると考える。

　例えぱ・私自身・他の先生方との共綴とい・う形で，朝日出版牡よ。り，」スイス

人女史Clarisse　Desilesの手になる日本旅行記『日本との出合い』（A　la　ren－

contre　du　Japon）（1981年）を利用して申級用の教科書r北海遣の春』（Pri阯

temps　en　Hokkaido），r九州の秋』（Automne註Kyushu，両編共1984年），

r魅惑の長崎』（Fa§cinante　Nagasaki，1985年）を出版したわけであるが，

そのねらいは以下のようなことである。

　この本の筆著の文章には，口語に近い文体，スピ’イディー次筆運び，奔放な

庇楡，幾分か饒舌な’口調などがあり，折目正Lい言葉使いや文法の規範たうま

く収まった構文に触れてきた学生には読みづらさ，日本語にうまくそきないも

どかしさを感じさせてしまうのである。しかし，フラシス語の世界がいわゆる

古典的な文章だけで構築されているわけでぽなく，むLろ，現代フランス語と

いうものは，’多少とも本書のよ’うな傾向にあるのである。ヒうし走意味で，学

生になるべく早い時期に現代フランス語に接Lてもらうことを願ったわげであ

る。

　また，すでに本論で見てきたように，第2外国語の必要性，またはフラソス語

の選択動機において学生たちの脳裡に国際性ということがあったわげである。

国際杜会におげるわが国の政治的・経済的比重が増して来て以来，とりわげ欧

米において日本への関心が高まり，様々な角度から論評が加えられ，精致な研

究が続々と発表されていることからも，われわれ，すたわち教員，学生共々，

否応なしに自己を客観視L，相対化して観察するといった態度が必要となるの

である。その際，日本の現実が海外の人々の目にどう映じているか，それを知

ることが参考になるわげである。こうLた点にも，これらの教科書を出版Lた

ねらいの一つがあったわけである。

　毎年，様々な教科書が作られ，各々新しい要素，ねらいが盛られ，工夫され

ているわげであるが，教科書の研究開発も今後ともわれわれフランス語教員の
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大きな課題であると考える。

　以上のような点を指摘し結びにかえたいと恩う。

あ　と　が　き

　このようた多くの項目ドわたる調査ば私にとって初めてであり，整理しなが

ら，私の力量不足により質問事項の内容に一考を要するものや，主旨が必ずし

も伝わらなかったことなどにより不十分な結果Lか得られなかったものもあり，

このような調査のむずかLさを実感したわげであ乱また大事な問題点その他

を見逃していろこと。あるいは不適切な点もあると恩われる。是非，大方の御

教示と御叱正を頂げれぱ幸いである。

　最後に，この調査に御協力頂いた先生方，学生諸君，職員の方々，またコン

ピューター処理に労苦を惜しまず協力して下さった坂野友昭先生に深甚の謝意

を表するしだいである。

ε42


